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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部油相と、前記外部油相中の多量内部水性相と、前記多量内部水性相中に液滴として
分散した内部油相とを有する、油中水中油の多相エマルションの形態の組成物であって、
(a)少なくとも1種の、HLBが13未満である界面活性剤と、
(b)少なくとも1種の油と、
(c)少なくとも1種のUV遮蔽剤と、
(D)水と
を含み、
前記多量内部水性相の量が、組成物の総質量に対して60質量%以上であり、前記内部油相
の液滴径が、200nm未満であり、前記多量内部水性相の液滴径が、１μｍ以上である、組
成物。
【請求項２】
　前記内部油相の液滴径が、150nm未満である、請求項1に記載の組成物。
【請求項３】
　前記多量内部水性相の量が、組成物の総質量に対して60～99質量%の範囲である、請求
項1又は2に記載の組成物。
【請求項４】
　(a)界面活性剤のHLBが、12未満である、請求項1から3のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
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　粘度が、25℃にて、1～500Pa・sである、請求項1から4のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項６】
　前記内部油相の量が、組成物の総質量に対して、0.5質量%～15質量%の範囲である、請
求項1から5のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記内部油相中の(b)油が、エステル油、トリグリセリド、サルコシネート、炭化水素
油、及び鉱油から選択される、請求項1から6のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　(a)界面活性剤が、ポリオールと、8～24個の炭素原子を含む脂肪酸とのモノエステル、
又はシリコーン界面活性剤である、非イオン性界面活性剤、並びにポリオキシエチレンア
ルキルエーテルカルボン酸であるアニオン性界面活性剤から選択される、請求項1から7の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　(a)界面活性剤の量が、組成物の総質量に対して、0.1～20質量%の範囲である、請求項1
から8のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記外部油相の量が、組成物の総質量に対して、1質量%～30質量%の範囲である、請求
項1から9のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記外部油相中の(b)油が、エステル油、トリグリセリド、サルコシネート、炭化水素
油、鉱油、及びシリコーン油から選択される、請求項1から10のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項１２】
　組成物の総質量に対して、10質量%未満の水溶性溶媒を含む、請求項1から11のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　親水性及び疎水性双方のUV遮蔽剤を含む(c)UV遮蔽剤の量が、組成物の総質量に対して
、1～40質量%の範囲である、請求項1から12のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　ケラチン物質へ、請求項1から13のいずれか一項に記載の組成物を塗布する工程を含む
、ケラチン物質のための化粧方法。
【請求項１５】
　ケラチン物質へ、請求項1から13のいずれか一項に記載の組成物を塗布する工程を含む
、ケラチン物質を紫外線から防護する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚等のケラチン物質のための化粧用組成物、詳細には油中水中油(O/W/O)
多相エマルションの形態の化粧用組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エマルション組成物は、それらが、水性相がもたらすことができる爽快感のために使用
して快いので、化粧料分野及び皮膚科分野において一般に使用されている。エマルション
は、水中油エマルション(O/W型エマルション)、油中水エマルション(W/O型エマルション)
、水中油中水の多相エマルション(W/O/W型エマルション)、及び油中水中油の多相エマル
ション(O/W/O型エマルション)の形態を取ることができる。今日まで、幾つかの先行技術
文献が、多相エマルションの形態の組成物を開示している。
【０００３】
　例えば、US-A-5,814,321は、30～90質量%の油相A)、非イオン性界面活性剤B)(少なくと
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も3つのヒドロキシル基を保持する多価アルコール及び脂肪酸に由来する部分的なエステ
ルである)を含む0.5～30質量%の乳化剤、及びヒドロキシ脂肪酸トリグリセリドC)(そこで
脂肪酸のヒドロキシ基は20～60個のエチレンオキシド単位でポリオキシエチレン化されて
いる)、E)0.01～10質量%のアミノ酸又はその塩、及び分子中に少なくとも5つのヒドロキ
シル基を有する0.01～10質量%の非還元糖又は糖アルコール、並びに5～65質量%の水性相D
)(生物学的に許容され且つ有効な量の抗原を含有している)を含む油中水型の油性アジュ
バント相と;非イオン性界面活性剤を含む0.2～20質量%の乳化剤を含む外側の水性相F)と
を含む、水中油中水型の油性アジュバントワクチンを開示している。
【０００４】
　更に、大量の水からなる高内部水性相のW/Oエマルションもまた、化粧料分野及び皮膚
科分野において既知である。
【０００５】
　例えば、US-A-2003/0064046は、高内部水性相の油中水型のエマルション化粧用組成物
を開示しており、これは、(A)1種又は複数の、0.1～10.0質量%の量にある特定の構造を有
する架橋性ポリエーテル変性シリコーンと、(B)1種又は複数の、特定の構造を有して水性
相成分の含有量が少なくとも50質量%であるポリエーテル変性シリコーンとを含む。
【０００６】
　加えて、JP-A-2010-132620は、油中水型の乳化された化粧料を開示しており、これは、
以下の成分(A)、(B)、(C)及び(D)を含有し、且つ以下の要件(1)及び(2)を満たす。成分:(
A)1種又は2種以上の、モノオレイン酸グリセリン、モノイソステアリン酸グリセリン及び
モノステアリン酸ポリオキシエチレングリセリルの中から選択されるもの;(B)水性成分;(
C)油性成分;及び(D)粉末。要件:(1)成分(B)の水性成分の質量の和を、成分(A)及び成分(B
)の水性成分並びに成分(C)の油性成分の質量の和で割って得られる内部水相の比が、少な
くとも50%である;(2)成分(A)について、モノオレイン酸グリセリンの純度は、モノオレイ
ン酸グリセリン、ジオレイン酸グリセリン及びトリオレイン酸グリセリンの総量に対して
少なくとも90質量%であり;モノイソステアリン酸グリセリンの純度は、モノイソステアリ
ン酸グリセリン、ジイソステアリン酸グリセリン及びトリイソステアリン酸グリセリンの
総量に対して少なくとも90質量%であり;且つモノステアリン酸ポリオキシエチレングリセ
リルの純度は、モノイソステアリン酸ポリオキシエチレングリセリル、ジステアリン酸ポ
リオキシエチレングリセリル及びトリステアリン酸ポリオキシエチレングリセリルの総量
に対して少なくとも90質量%である。
【０００７】
　皮膚等のケラチン物質のためのサンケア化粧料において、これらのエマルション組成物
が一般に使用される。サンケア製品については、良好なUV防護効果は、キー機能の一つで
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】US-A-5,814,321
【特許文献２】US-A-2003/0064046
【特許文献３】JP-A-2010-132620
【特許文献４】US-A-5364633
【特許文献５】US-A-5411744
【特許文献６】EP669323
【特許文献７】US2,463,264
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】J. Soc. Cosm. Chem.、1954(第5巻)、249～256頁
【非特許文献２】F. Puisieux及びM. Seiller著、Galenica 5:Les systemes disperses [
Dispersed systems] - Volume I - Agents de surface et emulsions [Surface agents a



(4) JP 6789631 B2 2020.11.25

10

20

30

40

50

nd emulsions] - Chapter IV - Notions de HLB et de HLB critique [Notions of HLB a
nd of critical HLB]、153～194頁、1.1.2.章、Determination de HLB par voie experim
entale [Experimental determination of HLB]、164～180頁
【非特許文献３】「Handbook of Surfactants」、M.R.Porter著、Blackie & Son出版社(G
lasgow及びLondon)、1991、116～178頁
【非特許文献４】Walter Noll、Chemistry and Technology of Silicones(1968)、Academ
ic Press
【非特許文献５】Cosmetics and Toiletries、第91巻、1976年1月、27～32頁、Todd & By
ers、Volatile Silicone Fluids for Cosmetics
【非特許文献６】ASTM規格445付録C
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、UV防護効果が改善された、皮膚等のケラチン物質のためのO/W/O多相
エマルション組成物、好ましくは化粧用サンケアO/W/O多相エマルション組成物を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の上記の目的は、外部油相と、外部油相中の多量内部水性相と、多量内部水性相
中に液滴として分散した内部油相とを有する、油中水中油の多相エマルション(O/W/O型エ
マルション)の形態の組成物であって、
　　(a)少なくとも1種の、HLBが13未満である界面活性剤と、
　　(b)少なくとも1種の油と、
　　(c)少なくとも1種のUV遮蔽剤と、
　　(d)水と
を含み、
多量内部水性相の量が、組成物の総質量に対して60質量%以上であり、内部油相の液滴径
が、200nm未満である、組成物によって達成することができる。
【００１２】
　内部油相の液滴径は、150nm未満、好ましくは120nm未満とすることができる。
【００１３】
　多量内部水性相の量は、組成物の総質量に対して、60～99質量%、好ましくは70～95質
量%、より好ましくは80～90質量%の範囲とすることができる。
【００１４】
　(a)界面活性剤のHLB値は、12未満、好ましくは10未満とすることができる。
【００１５】
　該組成物の粘度は、25℃で、1～500Pa・s、好ましくは10～400Pa・s、より好ましくは5
0～350Pa・s、更により好ましくは100～300Pa・sとすることができる。
【００１６】
　内部油相の量は、組成物の総質量に対して、0.5質量%～15質量%、好ましくは1質量%～1
0質量%、より好ましくは2質量%～5質量%の範囲とすることができる。
【００１７】
　外部油相中の(b)油は、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、パル
ミチン酸エチルヘキシル等のエステル油、カプリルカプリリルグリセリド等のトリグリセ
リド、ラウロイルサルコシン酸イソプロピル等のサルコシネート、イソヘキサデカン等の
炭化水素油、及びパラフィン等の鉱油から選択することができる。
【００１８】
　(a)界面活性剤は、好ましくはグリセロール、ソルビタン及びジグリセロールから選択
されるポリオールと、好ましくはイソラウリン酸及びオレイン酸から選択される、8～24
個の炭素原子を含む脂肪酸とのモノエステル、具体的にはラウリン酸ポリグリセリル-2、
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ラウリン酸グリセリル、オレイン酸ソルビタン及びオレイン酸グリセリルの各エステルで
あり、好ましくはPEG/PPG-18/18ジメチコン等のポリエーテル変性ジメチコン並びにPEG-1
5/ラウリルジメチコンクロスポリマー等のポリエーテル及びアルキル変性ジメチコンクロ
スポリマーであるシリコーン界面活性剤である、非イオン性界面活性剤、並びにポリオキ
シエチレン(3)～(17)ラウリルエーテルカルボン酸等のポリオキシエチレンアルキルエー
テルカルボン酸であるアニオン性界面活性剤から選択することができる。
【００１９】
　(a)界面活性剤の量は、組成物の総質量に対して、0.1～20質量%、好ましくは0.5～15質
量%、より好ましくは1～10質量%の範囲とすることができる。
【００２０】
　外部油相の量は、組成物の総質量に対して、1質量%～40質量%、好ましくは2質量%～30
質量%、より好ましくは5質量%～20質量%の範囲とすることができる。
【００２１】
　外部油相中の(b)油は、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、パル
ミチン酸エチルヘキシル等のエステル油、カプリルカプリリルグリセリド等のトリグリセ
リド、ラウロイルサルコシン酸イソプロピル等のサルコシネート、イソヘキサデカン等の
炭化水素油、パラフィン等の鉱油、及びシリコーン油から選択することができる。
【００２２】
　該組成物は、組成物の総質量に対して10質量%未満、好ましくは5質量%未満の水溶性溶
媒を含んでもよい。
【００２３】
　(c)UV遮蔽剤としては、親水性及び疎水性双方のUV遮蔽剤を挙げることができ、(c)UV遮
蔽剤の量は、組成物の総質量に対して、1～40質量%、好ましくは2～30質量%、より好まし
くは5～20質量%の範囲とすることができる。
【００２４】
　本発明はまた、皮膚等のケラチン物質のための化粧方法にも関し、ケラチン物質へ本発
明による組成物を塗布する工程を含む。
【００２５】
　本発明はまた、ケラチン物質を紫外線から防護する方法にも関し、ケラチン物質へ本発
明による組成物を塗布する工程を含む。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明のO/W/Oエマルションの模式図の例である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　鋭意検討した結果、本発明者らは、O/W/Oエマルションのサンケア組成物では、ナノサ
イズの油相の、水性相中への導入が、驚くほどUV防護効果を改善させうることを見出した
。
【００２８】
　加えて、本発明者らはまた、ナノサイズの油相をO/W/Oエマルション中に採り入れるこ
とが、その安定性を改善させうることも見出した。
【００２９】
　そのため、本発明による、組成物、好ましくは、ケラチン物質のための、好ましくは皮
膚のための化粧用組成物は、外部油相と、外部油相中の多量内部水性相と、多量内部水性
相中に分散した内部油相とを有するO/W/O型エマルションであって、
　　(a)少なくとも1種の、HLBが13未満である界面活性剤と、
　　(b)少なくとも1種の油と、
　　(c)少なくとも1種のUV遮蔽剤と、
　　(d)水と
を含み、
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多量内部水性相の量が組成物の総質量に対して60質量%以上であり、内部油相の粒径が200
nm未満である、O/W/O型エマルションである。
【００３０】
　本発明による組成物は、改善されたUV防護効果を呈することができる。
【００３１】
　以下では、本発明による組成物を詳細に説明する。
【００３２】
[組成物]
　本発明による組成物は、外部油相と、外部油相中の多量内部水性相と、多量内部水性相
中に分散した内部油相とを有するO/W/Oエマルションの形態を取る。外部油相は、連続し
た油相を形成する。多量内部水性相は、組成物の総質量に対して60質量%以上の量にある
。内部油相は、200nm未満のサイズを有するナノサイズの液滴を形成する。該組成物は、(
a)少なくとも1種の、HLBが13未満である界面活性剤と、(b)少なくとも1種の油と、(c)少
なくとも1種のUV遮蔽剤と、(d)水とを含む。
【００３３】
　本発明による組成物が、化粧用組成物、詳細には皮膚等のケラチン物質のための化粧用
サンケア組成物であることが好ましい。
【００３４】
　本発明による組成物は、改善されたUV防護効果を呈することができる。加えて、本発明
による組成物は、増粘剤を一切含まないときでさえ、又はごくわずかな量の増粘剤を含む
ときでさえ、良好な安定性を有することができる。
【００３５】
　最初に、本発明による組成物のO/W/Oの構造を、以下に説明する。
【００３６】
(外部油相)
　本発明のO/W/Oエマルション中の外部油相は、連続した油相であり、(b)少なくとも1種
の油を含む。(b)油に加えて、外部油相は、他の疎水性/脂溶性の成分、例えば疎水性のUV
遮蔽剤、及び脂溶性の化粧用活性成分を含んでもよい。
【００３７】
　外部油相の量は限定されないが、組成物の総質量に対して、一般に、1質量%～40質量%
、好ましくは2質量%～30質量%、より好ましくは5質量%～20質量%の範囲である。
【００３８】
(多量内部水性相)
　本発明のO/W/Oエマルション中の多量内部水性相は、(d)水、及び他の親水性/水溶性の
成分、例えば親水性のUV遮蔽剤、化粧料として許容される親水性有機溶媒(水溶性溶媒)、
増粘剤及び中和剤を含む。
【００３９】
　多量内部水性相は、高内相のエマルション(HIPE)をもたらす。多量の水性相のために、
一般に、水性相の液滴の形は、多面体になる。加えて、多量の水性相は、多量の水を含む
ことができ、そのため、皮膚へ塗布されたとき、本発明による組成物に、爽快感を付与す
ることができる。
【００４０】
　多量内部水性相は、マイクロサイズの液滴を形成する。内部水性相のサイズは、1μm以
上、好ましくは20μm未満、より好ましくは10μm未満とすることができる。水性の液滴径
は、例えば、粒径分布測定装置(VASCO、Cordouan Technologies社)を用いて測定すること
ができる。
【００４１】
　多量内部水性相の量は、組成物の総質量に対して60質量%以上、好ましくは70質量%以上
、より好ましくは80質量%以上である。多量内部水性相の量の上限は限定されないが、一
般に、組成物の総質量に対して99質量%未満、好ましくは95質量%未満、より好ましくは90
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質量%未満とすることができる。
【００４２】
(内部油相)
　本発明のO/W/Oエマルション中の内部油相は、多量内部水性相中に分散した液滴を形成
し、且つ(b)少なくとも1種の油を含む。(b)油に加えて、内部油相は、他の疎水性/脂溶性
の成分、例えば疎水性のUV遮蔽剤、及び脂溶性の化粧用活性成分を含んでもよい。
【００４３】
　内部油相は、ナノサイズの液滴を形成する。内部油相の液滴径は、200nm未満、好まし
くは150nm未満、より好ましくは120nm未満である。一般に、内部油相の液滴径は、1nm超
、好ましくは5nm超、より好ましくは10nm超である。該油相の液滴径は、数平均粒径であ
り、例えば粒径分布測定装置(VASCO、Cordouan Technologies社)を用いて測定することが
できる。
【００４４】
　内部油相の量は限定されないが、一般に、組成物の総質量に対して、0.5質量%～15質量
%、好ましくは1質量%～10質量%、より好ましくは2質量%～5質量%の範囲である。
【００４５】
　驚くべきことに、本発明者らは、O/W/Oエマルション中のナノサイズの内部油滴が、本
発明による組成物のUV防護効果を改善できることを見出した。
【００４６】
　加えて、本発明者らは、O/W/Oエマルション中のナノサイズの内部油滴が、組成物に粘
度を付与できるので、組成物の安定性を改善できることを見出した。したがって、本発明
による組成物は、増粘剤を実質的に一切含まない場合でさえ、又はごくわずかな量の増粘
剤を含む場合でさえ、安定である。
【００４７】
　本発明の一実施形態では、本発明による組成物は、実質的に増粘剤を含まず、好ましく
は、組成物の総質量に対して5質量%未満、より好ましくは1質量%未満の増粘剤を含む。
【００４８】
　本発明による組成物の粘度は、特に限定されない。該粘度は、レオメーター、例えば平
行平板配置のDHR2レオメーター(TA instrument社)を用いて25℃にて測定することができ
る。好ましくは、増粘剤を一切含まない組成物の粘度は、例えば、25℃及び0.01～1000 1
/sで、1～500Pa・s、好ましくは10～400Pa・s、より好ましくは50～350Pa・s、更により
好ましくは100～300Pa・sの範囲とすることができる。加えて、該組成物は、ニュートン
流体の性質を有することができる。
【００４９】
　更に、本発明による組成物の安定性は、その高い降伏応力値によって特徴づけることが
できる。降伏応力は、本明細書では、その材料がその構造を維持するまでの最大応力を意
味する。この応力を超えると、材料は、流れる又は不安定化する傾向にある。換言すれば
、高い降伏応力は、安定性を改善させるのに役立つ。高い降伏応力値は、例えば、レオメ
ーター、例えば平行平板配置のDHR2レオメーター(TA instrument社)を用いて25℃にて測
定される、せん断速度対応力曲線から計算することができる。好ましくは、本発明による
O/W/O多相エマルションの降伏応力値は、例えば、25℃及び0.01～1000 1/sで、30Pa超、
好ましくは50Pa超、より好ましくは70Pa超とすることができる。
【００５０】
　図1は、本発明のO/W/Oエマルションの模式図の例を示す。この図は、参照用のためのみ
のものであり、本発明の範囲を限定するものではない。図1に示すように、本発明のエマ
ルションは、多相の構築体を有し、外部油相がエマルション中の連続した油相を形成し、
多量内部水性相が外部油相中に多面体の液滴を形成することができ、内部油相が多量内部
水性相中に分散したナノサイズの液滴を形成する。
【００５１】
　次に、本発明による組成物の成分を、以下に説明する。
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【００５２】
(a)界面活性剤
　本発明による組成物は、(a)少なくとも1種の、HLB(親水性親油性バランス)が13未満で
ある界面活性剤を含む。2種以上の(a)界面活性剤を組み合わせて使用してもよい。そのた
め、単一種の界面活性剤、又は異種の界面活性剤の組合せを使用することができる。
【００５３】
　用語HLB(「親水性親油性バランス」)は、当業者には周知であり、界面活性剤の親水性
親油性バランスを示す。本発明に従って使用される界面活性剤のHLB又は親水性親油性バ
ランスは、刊行物J. Soc. Cosm. Chem.、1954(第5巻)、249～256頁に定義されているグリ
フィンによるHLBであるか、又は実験によって定義され、且つF. Puisieux及びM. Seiller
著の以下の題名の刊行物、Galenica 5:Les systemes disperses [Dispersed systems] - 
Volume I - Agents de surface et emulsions [Surface agents and emulsions] - Chapt
er IV - Notions de HLB et de HLB critique [Notions of HLB and of critical HLB]、
153～194頁、1.1.2.章、Determination de HLB par voie experimentale [Experimental 
determination of HLB]、164～180頁に記載されているHLBである。
【００５４】
　好ましくは、該組成物中で使用される(a)界面活性剤は、HLB値が、12未満、より好まし
くは10未満である。2種以上の界面活性剤が使用される場合、そのHLB値は、全ての界面活
性剤のHLB値の質量平均によって求めることができる。
【００５５】
　計算されたHLB値を考慮することが好ましい。計算されたHLBは、以下の係数であると定
義される:
計算されたHLB=20×親水性部分のモル質量/総モル質量。
【００５６】
　好ましくは、界面活性剤の親油性部分は、炭素原子と水素原子、又はケイ素原子と水素
原子のいずれかからなる。
【００５７】
　本発明による組成物中で使用される界面活性剤は、非イオン性界面活性剤、アニオン性
界面活性剤、カチオン性界面活性剤及び両性界面活性剤から選択することができる。好ま
しくは、(a)界面活性剤は、非イオン性界面活性剤及びアニオン性界面活性剤から選択さ
れる。
【００５８】
非イオン性界面活性剤
　非イオン性界面活性剤は、元来よく知られている化合物である[例えばこの点に関して
は、「Handbook of Surfactants」、M.R.Porter著、Blackie & Son出版社(Glasgow及びLo
ndon)、1991年、116～178頁を参照されたい]。
【００５９】
　そのため、(a)界面活性剤は、例えば、アルコール、α-ジオール、アルキルフェノール
、及び脂肪酸のエステルから選択することができ、これらの化合物は、エトキシル化、プ
ロポキシル化又はグリセロール化されており、例えば少なくとも1つの、8～30個の炭素原
子を含む脂肪鎖を有し、エチレンオキシド基又はプロピレンオキシド基の数が2～50の範
囲であり、グリセロール基の数が1～30の範囲であることが可能である。
【００６０】
　(a)界面活性剤は、好ましくは、モノオキシアルキレン化、ポリオキシアルキレン化、
モノグリセロール化又はポリグリセロール化された非イオン性界面活性剤から選ぶことが
できる。オキシアルキレン単位は、より詳細には、オキシエチレン単位若しくはオキシプ
ロピレン単位、又はこれらの組合せであり、好ましくはオキシエチレン単位である。
【００６１】
　挙げることができるモノオキシアルキレン化又はポリオキシアルキレン化された非イオ
ン性界面活性剤の例としては、
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モノオキシアルキレン化又はポリオキシアルキレン化(C8～C24)アルキルフェノール、
飽和又は不飽和の、直鎖状又は分枝状の、モノオキシアルキレン化又はポリオキシアルキ
レン化C8～C30アルコール、
飽和又は不飽和の、直鎖状又は分枝状の、モノオキシアルキレン化又はポリオキシアルキ
レン化C8～C30アミド、
飽和又は不飽和の、直鎖状又は分枝状の、C8～C30酸とポリアルキレングリコールとのエ
ステル、
飽和又は不飽和の、直鎖状又は分枝状の、C8～C30酸とソルビトールとのモノオキシアル
キレン化又はポリオキシアルキレン化エステル、
飽和又は不飽和の、モノオキシアルキレン化又はポリオキシアルキレン化植物油、
とりわけ単独又は混合物としての、エチレンオキシド及び/又はプロピレンオキシドの縮
合物。
【００６２】
　界面活性剤は、好ましくは、1から100の間、最も好ましくは2から50の間のモル数のエ
チレンオキシド及び/又はプロピレンオキシドを含有する。有利には、非イオン性界面活
性剤は、オキシプロピレン単位を一切含まない。
【００６３】
　本発明の実施形態のうちの1つによれば、ポリオキシアルキレン化非イオン性界面活性
剤は、ポリオキシエチレン化脂肪アルコール(脂肪アルコールのポリエチレングリコール
エーテル)、及びポリオキシエチレン化脂肪酸エステル(脂肪酸のポリエチレングリコール
エステル)から選ばれる。
【００６４】
　挙げることができるポリオキシエチレン化脂肪アルコール(又はC8～C30アルコール)の
例としては、ラウリルアルコールのエチレンオキシド付加物、とりわけ7～50個のオキシ
エチレン単位を含有するもの、より具体的には6～12個のオキシエチレン単位を含有する
もの(CTFA名ではラウレス-7からラウレス-12);ベヘニルアルコールのエチレンオキシド付
加物、とりわけ5～50個のオキシエチレン単位を含有するもの(CTFA名ではベヘネス-5から
ベヘネス-50);セテアリルアルコール(セチルアルコールとステアリルアルコールとの混合
物)のエチレンオキシド付加物、とりわけ7～30個のオキシエチレン単位を含有するもの(C
TFA名ではセテアレス-7からセテアレス-30)、セチルアルコールのエチレンオキシド付加
物、とりわけ7～30個のオキシエチレン単位を含有するもの(CTFA名ではセテス-7からセテ
ス-30);ステアリルアルコールのエチレンオキシド付加物、とりわけ7～30個のオキシエチ
レン単位を含有するもの(CTFA名ではステアレス-7からステアレス-30)、イソステアリル
アルコールのエチレンオキシド付加物、とりわけ8～50個のオキシエチレン単位を含有す
るもの(CTFA名ではイソステアレス-8からイソステアレス-50)、及びこれらの混合物が挙
げられる。
【００６５】
　モノグリセロール化又はポリグリセロール化非イオン性界面活性剤の例として、モノグ
リセロール化又はポリグリセロール化C8～C40アルコールが好ましくは使用される。
【００６６】
　詳細には、モノグリセロール化又はポリグリセロール化C8～C40アルコールは、次式:
RO-[CH2-CH(CH2OH)-O]m-H又はRO-[CH(CH2OH)-CH2O]m-H
(式中、
Rは、直鎖状又は分枝状C8～C40、好ましくはC8～C30アルキル基又はアルケニル基を表し
、
mは、1～30、好ましくは1.5～10の範囲の数を表す)
に相当する。
【００６７】
　本発明との関連で好適な化合物の例として挙げることができるのは、4モルのグリセロ
ールを含有するラウリルアルコール(INCI名:ポリグリセリル-4ラウリルエーテル)、2モル
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のグリセロールを含有するラウリルアルコール(INCI名:ポリグリセリル-2ラウリルエーテ
ル)、1.5モルのグリセロールを含有するラウリルアルコール、4モルのグリセロールを含
有するオレイルアルコール(INCI名:ポリグリセリル-4オレイルエーテル)、2モルのグリセ
ロールを含有するオレイルアルコール(INCI名:ポリグリセリル-2オレイルエーテル)、2モ
ルのグリセロールを含有するセテアリルアルコール、6モルのグリセロールを含有するセ
テアリルアルコール、6モルのグリセロールを含有するオレオセチルアルコール、及び6モ
ルのグリセロールを含有するオクタデカノールである。
【００６８】
　mの値が統計値を表すのと同様に、アルコールは、アルコールの混合物を表してもよく
、このことは、市販品において、複数種のポリグリセロール化脂肪アルコールが混合物の
形態で共存してもよいことを意味する。
【００６９】
　モノグリセロール化又はポリグリセロール化アルコールの中で、1molのグリセロールを
含有するC8/C10アルコール、1molのグリセロールを含有するC10/C12アルコール、及び1.5
molのグリセロールを含有するC12アルコールを使用することが好ましい。
【００７０】
　モノグリセロール化又はポリグリセロール化C8～C40脂肪酸エステルは、次式:
R'O-[CH2-CH(CH2OR''')-O]m-R''又はR'O-[CH(CH2OR''')-CH2O]m-R''
(式中、
R'、R''及びR'''のそれぞれは、独立に、水素原子、又は直鎖状若しくは分枝状のC8～C40
、好ましくはC8～C30アルキル-CO-基若しくはアルケニル-CO-基を表し、但しR'、R''及び
R'''のうちの少なくとも1つは水素原子ではなく、
mは、1～30、好ましくは1.5～10の範囲の数を表す)
に相当することができる。
【００７１】
　挙げることができるポリオキシエチレン化脂肪酸エステルの例としては、ラウリン酸、
パルミチン酸、ステアリン酸又はベヘン酸のエステルとのエチレンオキシドの付加物、及
びこれらの混合物、特に9～100個のオキシエチレン単位を含むもの、例えばラウレートPE
G-9からPEG-50のラウレート(CTFA名としては:PEG-9ラウレートからPEG-50ラウレート);PE
G-9からPEG-50のパルミテート(CTFA名としては:PEG-9パルミテートからPEG-50パルミテー
ト);PEG-9からPEG-50のステアレート(CTFA名としては:PEG-9ステアレートからPEG-50ステ
アレート);PEG-9からPEG-50のパルミトステアレート; PEG-9からPEG-50のベヘネート(CTF
A名としては:PEG-9ベヘネートからPEG-50ベヘネート);ポリエチレングリコール100 EOモ
ノステアレート(CTFA名:PEG-100ステアレート);及びこれらの混合物がある。
【００７２】
　本発明による実施形態のうちの1つによれば、非イオン性界面活性剤は、ポリオールと
、例えば8～24個の炭素原子、好ましくは12～22個の炭素原子を含む飽和又は不飽和の鎖
を有する脂肪酸とのエステル、及び好ましくは10～200個、より好ましくは10～100個のオ
キシアルキレン単位を含むそのポリオキシアルキレン化誘導体、例えば、C8～C24、好ま
しくはC12～C22の1種又は複数の脂肪酸のモノグリセリルエステル又はポリグリセリルエ
ステル、及び好ましくは10～200個、より好ましくは10～100個のオキシアルキレン単位を
含むそのポリオキシアルキレン化誘導体;C8～C24、好ましくはC12～C22の1種又は複数の
脂肪酸のソルビトールエステル、及び好ましくは10～200個、より好ましくは10～100個の
オキシアルキレン単位を含むそのポリオキシアルキレン化誘導体;C8～C24、好ましくはC1
2～C22の1種又は複数の脂肪酸の糖(スクロース、マルトース、グルコース、フルクトース
、ソルビトール、ソルビタン及び/又はアルキルグリコース)エステル、及び好ましくは10
～200個、より好ましくは10～100個のオキシアルキレン単位を含むそのポリオキシアルキ
レン化誘導体;脂肪アルコールのエーテル;糖と、C8～C24、好ましくはC12～C22の脂肪ア
ルコールとのエーテル;並びにこれらの混合物から選択することができる。
【００７３】
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　脂肪酸のグリセリルエステルとして、ラウリン酸グリセリル(モノ-、ジ-及び/又はトリ
-ラウリン酸グリセリル)、特にモノラウリン酸グリセリル(CTFA名:ラウリン酸グリセリル
、太陽化学株式会社により販売されている)、ステアリン酸グリセリル(モノ-、ジ-及び/
又はトリ-ステアリン酸グリセリル)(CTFA名:ステアリン酸グリセリル)、モノオレイン酸
グリセリル(CTFA名:オレイン酸グリセリル、太陽化学株式会社により販売されている)又
はリシノール酸グリセリル、並びにこれらの混合物を引用することができ、それらのポリ
オキシアルキレン化誘導体として、脂肪酸の、ポリオキシアルキレン化グリセロールとの
、モノ-、ジ-又はトリエステル(脂肪酸の、グリセロールのポリアルキレングリコールエ
ーテルとの、モノ-、ジ-又はトリエステル)、好ましくはポリオキシエチレン化ステアリ
ン酸(モノ-、ジ-及び/又はトリステアリン酸)グリセリル、例えばPEG-20ステアリン酸(モ
ノ-、ジ-及び/又はトリステアリン酸)グリセリルを引用することができる。
【００７４】
　これらの界面活性剤の混合物、例えばUniqema社によって名称ARLACEL 165で市販されて
いるステアリン酸グリセリル及びPEG-100ステアレートを含有する製品、並びにGoldschmi
dt社によって名称TEGINで市販されているステアリン酸グリセリル(モノステアリン酸グリ
セリル及びジステアリン酸グリセリル)及びステアリン酸カリウムを含有する製品(CTFA名
:ステアリン酸グリセリルSE)等もまた使用することができる。
【００７５】
　脂肪酸のポリグリセリルエステルとして挙げることができるのは、2～10個のグリセロ
ール単位を含む製品、例えばモノラウリン酸ポリグリセリル、具体的にはモノラウリン酸
ジグリセリル(CTFA名:ラウリン酸ポリグリセリル-2、太陽化学株式会社によって販売され
ている)、2～10個のグリセロール単位を含む、オレイン酸エステル、ミリスチン酸エステ
ル、カプリル酸エステル若しくはステアリン酸エステル、2～10個のグリセロール単位を
含むモノ(イソ)ステアリン酸ポリグリセリル、2～10個のグリセロール単位を含むジオレ
イン酸ポリグリセリル、2～10個のグリセロール単位を含むジラウリン酸ポリグリセリル
、2～10個のグリセロール単位を含むジミリスチン酸ポリグリセリル、2～10個のグリセロ
ール単位を含むトリミリスチン酸ポリグリセリル、2～10個のグリセロール単位を含むト
リオレイン酸ポリグリセリル、及び2～10個のグリセロール単位を含むトリカプリル酸ポ
リグリセリルである。
【００７６】
　C8～C24脂肪酸のソルビトールエステル及びそのポリオキシアルキレン化誘導体は、パ
ルミチン酸ソルビタン、イソステアリン酸ソルビタン、オレイン酸ソルビタン、ステアリ
ン酸ソルビタン、セスキオレイン酸ソルビタン、ラウリン酸ソルビタン、カプリル酸ソル
ビタン及びトリオレイン酸ソルビタン、並びに脂肪酸と、例えば20～100個のEOを含むア
ルコキシル化ソルビタンとのエステル、例えばモノオレイン酸ソルビタン(CTFA名:オレイ
ン酸ソルビタン、Croda社によって販売されている)、ICI社によって名称Span 60で販売さ
れているモノステアリン酸ソルビタン(CTFA名:ステアリン酸ソルビタン)、ICI社によって
名称Span 40で販売されているモノパルミチン酸ソルビタン(CTFA名:パルミチン酸ソルビ
タン)、及びICI社によって名称Tween 65で販売されているトリステアリン酸ソルビタン20
 EO(CTFA名:ポリソルベート65)、トリオレイン酸ポリエチレンソルビタン(ポリソルベー
ト85)、又はUniqema社によって商品名Tween 20若しくはTween 60で市販されている化合物
から選択することができる。
【００７７】
　脂肪酸と、グルコース又はアルキルグルコースとのエステルとして、パルミチン酸グル
コース、セスキステアリン酸アルキルグルコース、例えばセスキステアリン酸メチルグル
コース、パルミチン酸アルキルグルコース、例えばパルミチン酸メチルグルコース又はパ
ルミチン酸エチルグルコース、メチルグルコシド脂肪酸エステル、メチルグルコシドとオ
レイン酸とのジエステル(CTFA名:ジオレイン酸メチルグルコース)、メチルグルコシドと
、オレイン酸/ヒドロキシステアリン酸の混合物との混合エステル(CTFA名:ジオレイン酸/
ヒドロキシステアリン酸メチルグルコース)、メチルグルコシドとイソステアリン酸との
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エステル(CTFA名:イソステアリン酸メチルグルコース)、メチルグルコシドとラウリン酸
とのエステル(CTFA名:ラウリン酸メチルグルコース)、メチルグルコシドとイソステアリ
ン酸との、モノエステルとジエステルとの混合物(CTFA名:セスキイソステアリン酸メチル
グルコース)、メチルグルコシドとステアリン酸との、モノエステルとジエステルとの混
合物(CTFA名:セスキステアリン酸メチルグルコース)、及び特にAMERCHOL社によって名称G
lucate SSで市販されている製品、並びにこれらの混合物を引用することができる。
【００７８】
　脂肪酸と、グルコース又はアルキルグルコースとのエトキシル化エーテルとして、脂肪
酸とメチルグルコースとのエトキシル化エーテル、特にAMERCHOL社によって名称Glucam E
-20 distearateで市販されている製品等の、メチルグルコースとステアリン酸とのジエス
テルの、約20モルのエチレンオキシドとのポリエチレングリコールエーテル(CTFA名:PEG-
20ジステアリン酸メチルグルコース)、メチル-グルコースとステアリン酸とのモノエステ
ルとジエステルとの混合物の、約20モルのエチレンオキシドとのポリエチレングリコール
エーテル(CTFA名:PEG-20セスキステアリン酸メチルグルコース)、具体的には、AMERCHOL
社によって名称Glucamate SSE-20で市販されている製品、及びGOLDSCHMIDT社によって名
称Grillocose PSE-20で市販されている製品、並びにこれらの混合物を、例えば、引用す
ることができる。
【００７９】
　スクロースエステルとして、パルミト-ステアリン酸サッカロース、ステアリン酸サッ
カロース及びモノラウリン酸サッカロースを、例えば引用することができる。
【００８０】
　糖エーテルとして、アルキルポリグルコシドを使用することができ、例えば、花王ケミ
カル社によって名称MYDOL 10で市販されている製品、Henkel社によって名称PLANTAREN 20
00で市販されている製品、及びSeppic社によって名称ORAMIX NS 10で市販されている製品
等の、デシルグルコシドを含む、糖とC8～C24脂肪アルコールとのエーテル、Seppic社に
よって名称ORAMIX CG 110で、又はBASF社によって名称LUTENSOL GD 70で市販されている
製品等のカプリリル/カプリルグルコシド、Henkel社によって名称PLANTAREN 1200 N及びP
LANTACARE 1200で市販されている製品等のラウリルグルコシド、Henkel社によって名称PL
ANTACARE 818/UPで市販されている製品等のココ-グルコシド、例えばSeppic社によって名
称MONTANOV 68で、Goldschmidt社によって名称TEGO-CARE CG90で、及びHenkel社によって
名称EMULGADE KE3302で市販されている、場合によりセトステアリルアルコールと混合さ
れているセトステアリルグルコシド、Seppic社によって名称MONTANOV 202で市販されてい
る、例えばアラキジル及びベヘニルアルコールとアラキジルグルコシドとの混合物の形態
のアラキジルグルコシド、Seppic社によって名称MONTANOV 82で市販されている、例えば
セチル及びステアリルアルコールとの混合物(35/65)の形態のココイルエチルグルコシド
、並びにこれらの混合物を、特に引用することができる。
【００８１】
　アルコキシル化植物油のグリセリド混合物、例えばエトキシル化(200 EO)パームグリセ
リドとコプラ(7 EO)グリセリドとの混合物もまた、引用することができる。
【００８２】
　本発明による非イオン性界面活性剤は、好ましくは、アルケニル又は分枝状のC12～C22
アシル鎖、例えばオレイル基又はイソステアリル基を含有する。より好ましくは、本発明
による非イオン性界面活性剤は、PEG-20トリイソステアリン酸グリセリルである。
【００８３】
　本発明による実施形態のうちの1つによれば、非イオン性界面活性剤は、エチレンオキ
シドとプロピレンオキシドとのコポリマー、特に次式:
HO(C2H4O)a(C3H6O)b(C2H4O)cH
(式中、
a、b及びcは、a+cが2～100の範囲であり、bが14～60の範囲であるような整数である)
のコポリマー、並びにこれらの混合物から選択することができる。
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【００８４】
　具体的には、これらの非イオン性界面活性剤の中で、ポリオールと脂肪酸とのモノエス
テルが、本発明において好ましくは使用される。ポリオールとして、グリセロール、ソル
ビタン及びジグリセロールが特に好ましく、脂肪酸として、ラウリン酸及びオレイン酸が
特に好ましい。最も好ましいエステルは、ラウリン酸ポリグリセリル-2、ラウリン酸グリ
セリル、オレイン酸ソルビタン及びオレイン酸グリセリルである。
【００８５】
　本発明による実施形態のうちの1つによれば、非イオン性界面活性剤は、エチレンオキ
シドとプロピレンオキシドとのコポリマー、特に次式:
HO(C2H4O)a(C3H6O)b(C2H4O)cH
(式中、
a、b及びcは、a+cが2～100の範囲であり、bが14～60の範囲であるような整数である)
のコポリマー、並びにこれらの混合物から選択することができる。
【００８６】
　本発明の実施形態のうちの1つによれば、非イオン性界面活性剤は、シリコーン界面活
性剤から選択することができる。非限定的に挙げられるのは、特許文献、US-A-5364633及
びUS-A-5411744に開示されているものである。
【００８７】
　シリコーン界面活性剤は、好ましくは、次式(I):
【００８８】
【化１】

【００８９】
[式中、
R1、R2及びR3は、互いに独立に、C1～C6アルキル基又は-(CH2)x-(OCH2CH2)y-(OCH2CH2CH2
)z-OR4基を表し、R1、R2又はR3のうちの少なくとも1つの基はアルキル基ではなく、
R4は、水素、アルキル基又はアシル基であり;
Aは、0～200の範囲の整数であり、
Bは、0～50の範囲の整数であり、但しAとBとが同時に0に等しいことはなく、
xは、1～6の範囲の整数であり、
yは、1～30の範囲の整数であり;
zは、0～5の範囲の整数である]
の化合物とすることができる。
【００９０】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、式(I)の化合物中で、アルキル基は、メチル基
であり、xは、2～6の範囲の整数であり、yは、4～30の範囲の整数である。
【００９１】
　式(I)のシリコーン界面活性剤の例として挙げることができるのは、次式(II):
【００９２】

【化２】
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【００９３】
(式中、
Aは、20～105の範囲の整数であり、Bは、2～10の範囲の整数であり、yは、10～20の範囲
の整数である)
の化合物である。
【００９４】
　式(I)のシリコーン界面活性剤の例として更に挙げることができるのは、式(III):
H-(OCH2CH2)y-(CH2)3-[(CH3)2SiO]A'-(CH2)3-(OCH2CH2)y-OH (III)
(式中、
A'及びyは、10～20の範囲の整数である)
の化合物である。
【００９５】
　使用されてもよい本発明の化合物は、Dow Corning社によって名称DC5329、DC7439-146
、DC2-5695及びQ4-3667で販売されているものである。化合物DC5329、DC7439-146及びDC2
-5695は、式(III)の化合物であり、式中、それぞれ、Aは22であり、Bは2であり、yは12で
ある;Aは103であり、Bは10であり、yは12である;Aは27であり、Bは3であり、yは12である
。化合物Q4-3667は、式(III)の化合物であり、式中、Aは15であり、yは13である。
【００９６】
　具体的には、シリコーン界面活性剤としては、アルキルジメチコンコポリオール、とり
わけ10～22個の炭素原子を有するアルキル基、及び2～50個のオキシエチレン基、及び2～
50個のオキシプロピレン基を有するもの、例えばGoldschmidt社によって呼称Abil EM-90
で市販されている製品等のセチルジメチコンコポリオール(INCI名:セチルPEG/PPG-10/1ジ
メチコン);ラウリルジメチコンコポリオール(INCI名:ラウリルPEG/PPG-18/18メチコン)、
及び例えばDow Corning社によって呼称DOW CORNING 5200 FORMULATION AIDで市販されて
いる、約91%のラウリルジメチコンコポリオールと約9%のイソステアリルアルコールとの
混合物;ジメチコンコポリオール、とりわけ2～50のオキシエチレン基及び2～50のオキシ
プロピレン基を有するものの中で、例えば18のオキシエチレン基及び18のオキシプロピレ
ン基を有する、ポリエーテル変性の、直鎖状又は分枝状のポリシロキサンポリマーである
もの(信越化学工業株式会社によって販売されているPEG/PPG-18/18ジメチコン)、例えばD
ow Corning社によって呼称DC-3225C又はDC2-5225C(INCI名:シクロペンタシロキサン/PEG/
PPG-18/18ジメチコン)で市販されている、18のオキシエチレン基及び18のオキシプロピレ
ン基と、シクロペンタシロキサンと、水と(10/88/2)を有する、ジメチコンコポリオール
の混合物、又は14のオキシエチレン基及び14のオキシプロピレン基を有するもの(PEG/PPG
-14/14ジメチコン)、例えば、とりわけ、Goldschmidt社によって呼称Abil EM-97で市販さ
れている、14のオキシエチレン基及び14のオキシプロピレン基と、シクロペンタシロキサ
ンと(85/15)を有するジメチコンコポリオールの混合物(INCI名:ビス-PEG/PPG-14/14ジメ
チコン/シクロペンタシロキサン)が挙げられる。
【００９７】
　更に、シリコーン界面活性剤としては、架橋シロキサンエラストマー、例えばポリエー
テルで置換された、又は非置換の、ジメチコン/コポリオールクロスポリマー、ジメチコ
ン及びジメチコン/PEG-10/15クロスポリマー、置換又は非置換のジメチコン/ポリグリセ
リルクロスポリマー、ジメチコン及びジメチコン/ポリグリセリン-3クロスポリマーが挙
げられる。こうした好適な乳化性の架橋シロキサンエラストマーは、例えば、名称「KSG-
210」のポリエーテル変性ジメチコンクロスポリマー[INCI名はジメチコン(及び)ジメチコ
ン/PEG-10/15クロスポリマー]、及び名称「KSG-710」のポリグリセリン変性ジメチコンク
ロスポリマー[INCI名はジメチコン(及び)ジメチコン/ポリグリセリン-3クロスポリマー]
で販売又は作製され、双方ともShinEtsu Silicones of America, Inc.社(オハイオ州アク
ロン)から入手できる。ポリエーテルで変性された架橋シロキサンエラストマーの中で、
ポリエーテル及びアルキル鎖で変性された架橋シロキサンエラストマー、例えばPEG-10/
ラウリルジメチコンクロスポリマー及びPEG-15/ラウリルジメチコンクロスポリマー(信越
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化学工業株式会社によって名称「KSG-310」、「KSG-320」、「KSG-330」又は「KSG-340」
で販売されている)が、本発明において好ましくは使用される。ポリエーテル及びアルキ
ル鎖で変性された架橋シロキサンエラストマーでは、ポリエーテル単位は、2～50個、好
ましくは5～20個とすることができ、アルキル鎖は、8～24個、好ましくは12～22個の炭素
原子を含む。
【００９８】
アニオン性界面活性剤
　アニオン性界面活性剤は、具体的には、リン酸塩及びアルキルリン酸塩、カルボン酸塩
、スルホコハク酸塩、アミノ酸誘導体、アルキル硫酸塩、アルキルエーテル硫酸塩、スル
ホン酸塩、イセチオン酸塩、タウリン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボ
ン酸、アルキルスルホ酢酸塩、ポリペプチド、及びこれらの混合物から選ぶことができる
。
【００９９】
1)リン酸塩及びアルキルリン酸塩として挙げることができるのは、例えばモノアルキルリ
ン酸塩及びジアルキルリン酸塩であり、例えば花王ケミカル株式会社によって名称MAP 20
(登録商標)で販売されているラウリル一リン酸塩、Cognis社によって名称Crafol AP-31(
登録商標)で販売されているモノエステルとジエステルとの混合物(主としてジエステル)
としてのリン酸ドデシルのカリウム塩、Cognis社によって名称Crafol AP-20(登録商標)で
販売されているリン酸オクチルのモノエステルとジエステルとの混合物、Condea社によっ
て名称Isofol 12 7 EO-Phosphate Ester(登録商標)で販売されているエトキシル化(7mol
のEO)リン酸2-ブチルオクチルのモノエステルとジエステルとの混合物、Uniqema社によっ
て参照番号Arlatone MAP 230K-40(登録商標)及びArlatone MAP 230T-60(登録商標)で販売
されているモノ(C12～C13)リン酸アルキルのカリウム塩又はトリエタノールアミン塩、Rh
odia Chimie社によって名称Dermalcare MAP XC-99/09(登録商標)で販売されているラウリ
ルリン酸カリウム、及びUniqema社によって名称Arlatone MAP 160Kで販売されているセチ
ルリン酸カリウムである。
【０１００】
2)カルボン酸塩として、以下のものを挙げることができる:
-　アミドエーテルカルボン酸塩(AEC)、例えば花王ケミカル社によって名称Akypo Foam 3
0(登録商標)で販売されているラウリルアミドエーテルカルボン酸ナトリウム(3 EO)、
-　ポリオキシエチレン化カルボン酸塩、例えば花王ケミカル社によって名称Akypo Soft 
45 NV(登録商標)で販売されているオキシエチレン化(6 EO)ラウリルエーテルカルボン酸
ナトリウム(65/25/10、C12～C14～C16)、Biologia E Tecnologia社によって名称Olivem 4
00(登録商標)で販売されているオリーブ油起源のポリオキシエチレン化脂肪酸及びカルボ
キシメチル化脂肪酸、又は日光ケミカルズ株式会社によって名称Nikkol ECTD-6 NEX(登録
商標)で販売されているオキシエチレン化(6 EO)トリデシルエーテルカルボン酸ナトリウ
ム、並びに
-　有機塩基又は無機塩基、例えば水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、トリエタノール
アミン、N-メチルグルカミン、リジン及びアルギニンで中和された、C6～C22アルキル鎖
を有する脂肪酸の塩(石けん)。
【０１０１】
3)アミノ酸のアルカリ塩のアミノ酸誘導体として、具体的に、例えば以下のものを挙げる
ことができる:
-　サルコシン酸塩、例えばCiba社によって名称Sarkosyl NL 97(登録商標)で、又はSeppi
c社によって名称Oramix L30(登録商標)で販売されているラウロイルサルコシン酸ナトリ
ウム、日光ケミカルズ株式会社によって名称Nikkol Sarcosinate MN(登録商標)で販売さ
れているミリストイルサルコシン酸ナトリウム、又は日光ケミカルズ株式会社によって名
称Nikkol Sarcosinate PN(登録商標)で販売されているパルミトイルサルコシン酸ナトリ
ウム、
-　アラニン酸塩、例えば日光ケミカルズ株式会社によって名称Sodium Nikkol Alaninate
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 LN 30(登録商標)で、又は川研ファインケミカル株式会社によって名称Alanone ALE(登録
商標)で販売されているN-ラウロイル-N-メチルアミドプロピオン酸ナトリウム、又は川研
ファインケミカル株式会社によって名称Alanone ALTA(登録商標)で販売されているトリエ
タノールアミンN-ラウロイル-N-メチルアラニン、
-　グルタミン酸塩、例えば味の素株式会社によって名称Acylglutamate CT-12(登録商標)
で販売されているモノココイルグルタミン酸トリエタノールアミン、味の素株式会社によ
って名称Acylglutamate LT-12(登録商標)で販売されているラウロイルグルタミン酸トリ
エタノールアミン、
-　アスパラギン酸塩、例えば三菱化学株式会社によって名称Asparack(登録商標)で販売
されているN-ラウロイルアスパラギン酸トリエタノールアミンとN-ミリストイルアスパラ
ギン酸トリエタノールアミンとの混合物、
-　グリシン誘導体(グリシン酸塩)、例えば味の素株式会社によって名称Amilite GCS-12(
登録商標)及びAmilite GCK 12で販売されているN-ココイルグリシン酸ナトリウム、
-　クエン酸塩、例えばGoldschmidt社によって名称Witconol EC 1129で販売されているオ
キシエチレン化(9mol)ココアルコールのクエン酸モノエステル、
-　ガラクツロン酸塩、例えばSoliance社によって販売されているドデシルD-ガラクトシ
ドウロン酸ナトリウム。
【０１０２】
4)スルホコハク酸塩として挙げることができるのは、例えば、Witco社によって名称Setac
in 103 Special(登録商標)及びRewopol SB-FA 30 K 4(登録商標)で販売されているオキシ
エチレン化(3 EO)ラウリル(70/30、C12/C14)アルコールモノスルホコハク酸塩、Zschimme
r Schwarz社によって名称Setacin F Special Paste(登録商標)で販売されているC12～C14
アルコールのヘミスルホコハク酸の二ナトリウム塩、Cognis社によって名称Standapol SH
 135(登録商標)で販売されているオキシエチレン化(2 EO)オレアミドスルホコハク酸二ナ
トリウム、三洋化成工業株式会社によって名称Lebon A-5000(登録商標)で販売されている
オキシエチレン化(5 EO)ラウラミドモノスルホコハク酸塩、Witco社によって名称Rewopol
 SB CS 50(登録商標)で販売されているオキシエチレン化(10 EO)ラウリルクエン酸モノス
ルホコハク酸の二ナトリウム塩、又はWitco社によって名称Rewoderm S 1333(登録商標)で
販売されているリシノール酸モノエタノールアミドモノスルホコハク酸塩である。更に使
用できるのは、MacIntyre社によって名称Mackanate-DC 30で販売されているPEG-12ジメチ
コンスルホコハク酸二ナトリウム等のポリジメチルシロキサンスルホコハク酸塩である。
【０１０３】
5)アルキル硫酸塩として挙げることができるのは、例えばラウリル硫酸トリエタノールア
ミン(CTFA名:ラウリル硫酸TEA)、例えばHuntsman社によって名称Empicol TL40 FLで販売
されている製品、又はCognis社によって名称Texapon T42で販売されている製品であり、
これらの製品は40%水性溶液である。更に挙げることができるのは、Huntsman社によって
名称Empicol AL 30FLで販売されている製品等のラウリル硫酸アンモニウム(CTFA名:ラウ
リル硫酸アンモニウム)であり、これは30%水性溶液である。
【０１０４】
6)アルキルエーテル硫酸塩として挙げることができるのは、例えば、Cognis社によって名
称Texapon N40及びTexapon AOS 225 UPで販売されているもの等のラウリルエーテル硫酸
ナトリウム(CTFA名:ラウレス硫酸ナトリウム)、又はCognis社によって名称Standapol EA-
2で販売されているもの等のラウリルエーテル硫酸アンモニウム(CTFA名:ラウレス硫酸ア
ンモニウム)である。
【０１０５】
7)スルホン酸塩として挙げることができるのは、例えばα-オレフィンスルホン酸塩、例
えば、Stepan社によって名称Bio-Terge AS-40(登録商標)で販売されている、Witco社によ
って名称Witconate AOS Protege(登録商標)及びSulframine AOS PH 12(登録商標)で販売
されている、若しくはStepan社によって名称Bio-Terge AS-40 CG(登録商標)で販売されて
いるα-オレフィンスルホン酸ナトリウム(C14～C16)、Clariant社によって名称Hostapur 
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SAS 30(登録商標)で販売されている第二級オレフィンスルホン酸ナトリウムであり;又は
直鎖状アルキルアリールスルホン酸塩、例えばManro社によって名称Manrosol SXS30(登録
商標)、Manrosol SXS40(登録商標)及びManrosol SXS93(登録商標)で販売されているキシ
レンスルホン酸ナトリウムである。
【０１０６】
8)イセチオン酸塩として挙げることができるのは、アシルイセチオン酸塩、例えばJordan
社によって名称Jordapon CI P(登録商標)で販売されている製品等のココイルイセチオン
酸ナトリウムである。
【０１０７】
9)タウリン酸塩として挙げることができるのは、Clariant社によって名称Hostapon CT Pa
te(登録商標)で販売されているパーム核油メチルタウレートのナトリウム塩;N-アシル-N-
メチルタウレート、例えばClariant社によって名称Hostapon LT-SF(登録商標)で販売され
ている、若しくは日光ケミカルズ株式会社によって名称Nikkol CMT-30-T(登録商標)で販
売されているN-ココイル-N-メチルタウリン酸ナトリウム、日光ケミカルズ株式会社によ
って名称Nikkol PMT(登録商標)で販売されているパルミトイルメチルタウリン酸ナトリウ
ム、又は太陽化学株式会社によって名称Sunsoft O-30Sで販売されているステアロイルメ
チルタウリン酸ナトリウムである。
【０１０８】
10)ポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸を挙げることができ、例えば式(IV):
RO[CH2O]u[(CH2)xCH(R')(CH2)y(CH2)zO]v[CH2CH2O]wCH2COOH (IV)
(式中、
Rは、6～40個の炭素原子を含む炭化水素基であり、
u、v及びwは、互いに独立して、0～60の範囲の数を表し、
x、y及びzは、互いに独立して、0～13の数を表し、
R'は、水素、アルキル、好ましくはC1～C12アルキルを表し;
x+y+zの和は、0以上である)
に相当する化合物である。
【０１０９】
　式(IV)中、Rは、直鎖状又は分枝状であり、非環状又は環状であり、飽和又は不飽和で
あり、脂肪族又は芳香族であり、置換又は非置換である。置換基の例として挙げることが
できるのは、一価の官能基、例えばハロゲン原子、ヒドロキシル基、C1～C6アルコキシ基
、アミノ基、C1～C6アルキルアミノ基、C1～C6ジアルキルアミノ基、ニトロ基、カルボニ
ル基、アシル基、カルボキシル基、シアノ基等である。典型的には、Rは、直鎖状又は分
枝状の、非環状のC6～C40アルキル基若しくはアルケニル基、又はC1～C40アルキルフェニ
ル基であり、より典型的にはC8～C24アルキル基若しくはアルケニル基、又はC4～C20アル
キルフェニル基であり、更により典型的にはC10～C18アルキル基若しくはアルケニル基、
又はC6～C16アルキルフェニル基であり、これは、置換されていてもよく;u、v、wは、互
いに独立に、典型的には2～20の数、より典型的には3～17の数、最も典型的には5～15の
数であり;x、y、zは、互いに独立に、典型的には2～13の数、より典型的には1～10の数、
最も典型的には0～8の数である。
【０１１０】
　式(IV)に相当するポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸は、アルコールROH
の、単一のアルコキシドとしてのエチレンオキシドとのアルコキシル化によって、又は幾
つかのアルコキシドとのアルコキシル化及びそれに続く酸化によって、得ることができる
。数u、v及びwは、それぞれ、アルコキシル化度を表す。分子レベルでは、数u、v及びw、
並びに総アルコキシル化度は、ゼロを含む整数にしかなり得ないが、巨視的レベルでは、
それらは分数の形態の平均値である。脂肪エーテルカルボン酸としては、ポリオキシアル
キレン化(C6～C30)アルキルエーテルカルボン酸及びこれらの塩、より特定するとポリオ
キシエチレン化(C6～C30)アルキルエーテルカルボン酸及びこれらの塩;ポリオキシアルキ
レン化(C6～C30)アルキルアリールエーテルカルボン酸及びこれらの塩;並びにポリオキシ
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アルキレン化(C6～C30)アルキルアミドエーテルカルボン酸を挙げることができる。好ま
しくは、脂肪エーテルカルボン酸は、ポリオキシエチレン(3)～(17)ラウリルエーテルカ
ルボン酸である。
【０１１１】
　好適なポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸としては、それらのINCI名によ
って称される以下の代表例が挙げられるがこれらに限定されない:ブトキシノール-5～19
カルボン酸、カプリレス-4～25カルボン酸、コセス-7カルボン酸、C9～15パレス-6～8カ
ルボン酸、デセス-7カルボン酸、ラウレス-3～17カルボン酸、例えばラウレス-5カルボン
酸、PPG-6-ラウレス-6カルボン酸、PPG-8-ステアレス-7カルボン酸、ミレス-3～5カルボ
ン酸、ノンオキシノール-5～10カルボン酸、オクテス-3カルボン酸、オクトキシノール-2
0カルボン酸、オレス-3～10カルボン酸、PPG-3-デセス-2カルボン酸、カプリレス-2カル
ボン酸、セテス-13カルボン酸、デセス-2カルボン酸、ヘキセス-4カルボン酸、イソステ
アレス-6～11カルボン酸、トルデセス-3～12カルボン酸、トリデセス-3～19カルボン酸、
ウンデセス-5カルボン酸、及びこれらの混合物。
【０１１２】
　好ましくは、本発明による組成物中で使用される(a)界面活性剤は、好ましくはグリセ
ロール、ソルビタン及びジグリセロールから選択されるポリオールと、好ましくは、イソ
ラウリン酸及びオレイン酸から選択される、8～24個の炭素原子を含む脂肪酸とのモノエ
ステル、具体的にはラウリン酸ポリグリセリル-2、ラウリン酸グリセリル、オレイン酸ソ
ルビタン及びオレイン酸グリセリルの各エステルであり、好ましくはPEG/PPG-18/18ジメ
チコン等のポリエーテル変性ジメチコン並びにPEG-15/ラウリルジメチコンクロスポリマ
ー等のポリエーテル及びアルキル変性ジメチコンクロスポリマーであるシリコーン界面活
性剤である、非イオン性界面活性剤並びにポリオキシエチレン(3)～(17)ラウリルエーテ
ルカルボン酸等のポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸であるアニオン性界面
活性剤から選択することができる。
【０１１３】
　本発明において使用される界面活性剤の代表的な例、及びそれらのHLV値を、以下に示
す。
【０１１４】
【表１】

【０１１５】
　本発明による組成物中の(a)界面活性剤の量は限定されず、組成物の総質量に対して0.1
～20質量%、好ましくは0.5～15質量%、より好ましくは1～10質量%の範囲とすることがで
きる。
【０１１６】
(b)油
　本発明による組成物は、(b)少なくとも1種の油を含む。2種以上の(b)油を組み合わせて
使用してもよい。そのため、単一種の油、又は異種の油の組合せを使用することができる
。本発明において、(b)油は、外部油相及び内部油相双方の中に含まれうる。
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【０１１７】
　本明細書では、「油」という表現は、大気圧(760mmHg)下の室温(25℃)で、液体又はペ
ースト(非固体)の形態の脂肪化合物又は脂肪物質を意味する。これらの油は、揮発性であ
っても不揮発性であってもよく、好ましくは不揮発性である。
【０１１８】
　(b)油は、炭化水素油、シリコーン油等の非極性油;植物性油若しくは動物性油等の極性
油、及びエステル油若しくはエーテル油;又はこれらの混合物とすることができる。
【０１１９】
　炭化水素油は、以下から選ぶことができる:
-　直鎖状又は分枝状の、任意選択で環状の、C6～C16低級アルカン。挙げることができる
例としては、ヘキサン、ウンデカン、ドデカン、トリデカン及びイソパラフィン、例とし
てはイソヘキサデカン、イソドデカン及びイソデカン、並びに
-　16個超の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状の炭化水素、例えば流動パラフィン、流動
ワセリン、ポリデセン及び水添ポリイソブテン、例えばParleam(登録商標)、並びにスク
アラン。
【０１２０】
　炭化水素油の好ましい例として挙げることができるのは、例えば、直鎖状又は分枝状の
炭化水素、例えばイソヘキサデカン、イソドデカン、スクアラン、鉱油(例えば流動パラ
フィン)、パラフィン、ワセリン又はペトロラタム、ナフタレン等;水添ポリイソブテン、
イソエイコサン、及びデセン/ブテンコポリマー;並びにこれらの混合物である。
【０１２１】
　シリコーン油の例として挙げることができるのは、例えば、直鎖状のオルガノポリシロ
キサン、例えばジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、メチルヒドロ
ゲンポリシロキサン等;環状のオルガノポリシロキサン、例えばオクタメチルシクロテト
ラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサ
ン等;及びこれらの混合物である。
【０１２２】
　好ましくは、シリコーン油は、液状ポリジアルキルシロキサン、特に液状ポリジメチル
シロキサン(PDMS)、及び少なくとも1つのアリール基を含む液状ポリオルガノシロキサン
から選ばれる。
【０１２３】
　これらのシリコーン油はまた、有機変性されていてもよい。本発明により使用すること
ができる有機変性シリコーンは、上に定義した通りであり、構造中に、炭化水素系の基を
介して結合した1つ又は複数の有機官能基を含むシリコーン油である。
【０１２４】
　オルガノポリシロキサンは、Walter NollのChemistry and Technology of Silicones(1
968)、Academic Pressにおいて、非常に詳細に定義されている。それらは、揮発性であっ
ても不揮発性であってもよい。
【０１２５】
　それらが揮発性であるとき、シリコーンは、より詳細には、沸点が60℃から260℃の間
であるものから選ばれ、更により詳細には、以下のものから選ばれる:
(i)3～7個、好ましくは4～5個のケイ素原子を含む環式のポリジアルキルシロキサン。こ
れらは、例えば、特にUnion Carbide社によって名称Volatile Silicone(登録商標)7207で
、又はRhodia社によって名称Silbione(登録商標)70045 V2で販売されているオクタメチル
シクロテトラシロキサン、Union Carbide社によって名称Volatile Silicone(登録商標)71
58で、Rhodia社によって名称Silbione(登録商標)70045 V5で販売されているデカメチルシ
クロペンタシロキサン、及びMomentive Performance Materials社によって名称Silsoft 1
217で販売されているドデカメチルシクロペンタシロキサン、並びにこれらの混合物であ
る。更に挙げることができるのは、次式のものである、Union Carbide社によって販売さ
れているSilicone Volatile(登録商標)FZ 3109等のジメチルシロキサン/メチルアルキル
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シロキサン等のタイプのシクロコポリマーである。
【０１２６】
【化３】

【０１２７】
式中D''は
【０１２８】
【化４】

【０１２９】
であり、D'は
【０１３０】
【化５】

【０１３１】
である。
【０１３２】
　更に挙げることができるのは、環状ポリジアルキルシロキサンと有機ケイ素化合物との
混合物、例えばオクタメチルシクロテトラシロキサンとテトラトリメチルシリルペンタエ
リスリトールとの混合物(50/50)、及びオクタメチルシクロテトラシロキサンとオキシ-1,
1'-ビス(2,2,2',2',3,3'-ヘキサトリメチルシリルオキシ)ネオペンタンとの混合物である
。
(ii)2～9個のケイ素原子を含み、粘度が25℃にて5×10-6m2/s以下である直鎖状の揮発性
ポリジアルキルシロキサン。例は、特に東レシリコーン社によって名称SH 200で販売され
ているデカメチルテトラシロキサンである。この分類に属するシリコーン類はまた、Cosm
etics and Toiletries、第91巻、1976年1月、27～32頁、Todd & Byers、Volatile Silico
ne Fluids for Cosmeticsにおいて公表されている論文にも記載されている。該シリコー
ンの粘度は、ASTM規格445付録Cに従って25℃にて測定されている。
【０１３３】
　不揮発性ポリジアルキルシロキサンもまた、使用することができる。これらの不揮発性
シリコーンは、より具体的にはポリジアルキルシロキサンから選ばれ、その中で主に挙げ
ることができるのは、トリメチルシリル末端基を含むポリジメチルシロキサンである。
【０１３４】
　これらのポリジアルキルシロキサンの中では、非限定的に、以下の市販製品を挙げるこ
とができる:
-　Rhodia社によって販売されているSilbione(登録商標)油の47及び70 047シリーズ又はM
irasil(登録商標)油、例としては油70 047 V 500 000、
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-　Rhodia社によって販売されているMirasil(登録商標)シリーズの油、
-　Dow Corning社からの200シリーズの油、例えば粘度が60000mm2/sであるDC200、
-　General Electric社からのViscasil(登録商標)油、及びGeneral Electric社からのSF
シリーズの特定の油(SF 96、SF 18)。
【０１３５】
　更に挙げることができるのは、Rhodia社からの48シリーズの油等の、名称ジメチコノー
ル(CTFA)で知られる、ジメチルシラノール末端基を含むポリジメチルシロキサンである。
【０１３６】
　アリール基を含むシリコーンの中では、ポリジアリールシロキサン、特にポリジフェニ
ルシロキサン及びポリアルキルアリールシロキサンがある。挙げることができる例には、
以下の名称で販売されている製品がある:
-　Rhodia社からのSilbione(登録商標)油の70 641シリーズ、
-　Rhodia社からのRhodorsil(登録商標)70 633及び763シリーズの油、
-　Dow Corning社からの油Dow Corning 556 Cosmetic Grade Fluid、
-　Bayer社からのPKシリーズのシリコーン、例えば製品PK20、
-　General Electric社からのSFシリーズの特定の油、例えばSF 1023、SF 1154、SF 1250
及びSF 1265。
【０１３７】
　植物油の例として挙げることができるのは、例えば、亜麻仁油、ツバキ油、マカダミア
ナッツ油、トウモロコシ油、ミンク油、オリーブ油、アボカド油、サザンカ油、ヒマシ油
、紅花油、ホホバ油、ヒマワリ油、アーモンド油、菜種油、ゴマ油、大豆油、ピーナッツ
油、及びこれらの混合物である。
【０１３８】
　動物油の例として挙げることができるのは、例えば、スクアレン及びスクアランである
。
【０１３９】
　合成油の例として挙げることができるのは、アルカン油、例えばイソデカン及びイソヘ
キサデカン、エステル油、エーテル油、並びに人工トリグリセリドである。
【０１４０】
　エステル油は、好ましくは、飽和又は不飽和の、直鎖状又は分枝状の、C1～C26脂肪族
一酸又はポリ酸の液体エステル、及び飽和又は不飽和の、直鎖状又は分枝状の、C1～C26
脂肪族モノアルコール又はポリアルコールの液体エステルであり、これらのエステルの炭
素原子の総数は10以上である。
【０１４１】
　好ましくは、モノアルコールのエステルでは、本発明のエステルが由来するアルコール
及び酸のうちの少なくとも1種は、分枝状である。
【０１４２】
　一酸及びモノアルコールのモノエステルの中で挙げることができるのは、パルミチン酸
エチル、パルミチン酸エチルヘキシル、パルミチン酸イソプロピル、カルボン酸ジカプリ
リル、ミリスチン酸アルキル、例えばミリスチン酸イソプロピル又はミリスチン酸エチル
、ステアリン酸イソセチル、イソノナン酸2-エチルヘキシル、イソノナン酸イソノニル、
ネオペンタン酸イソデシル及びネオペンタン酸イソステアリルである。
【０１４３】
　C4～C22のジカルボン酸又はトリカルボン酸と、C1～C22アルコールとのエステル、及び
モノカルボン酸、ジカルボン酸又はトリカルボン酸と、非糖C4～C26ジヒドロキシ、トリ
ヒドロキシ、テトラヒドロキシ又はペンタヒドロキシアルコールとのエステルもまた、使
用することができる。
【０１４４】
　特に挙げることができるのは、セバシン酸ジエチル、ラウロイルサルコシン酸イソプロ
ピル、セバシン酸ジイソプロピル、セバシン酸ビス(2-エチルヘキシル)、アジピン酸ジイ
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ソプロピル、アジピン酸ジ-n-プロピル、アジピン酸ジオクチル、アジピン酸ビス(2-エチ
ルヘキシル)、アジピン酸ジイソステアリル、マレイン酸ビス(2-エチルヘキシル)、クエ
ン酸トリイソプロピル、クエン酸トリイソセチル、クエン酸トリイソステアリル、トリ乳
酸グリセリル、トリオクタン酸グリセリル、クエン酸トリオクチルドデシル、クエン酸ト
リオレイル、ジヘプタン酸ネオペンチルグリコール、ジイソノナン酸ジエチレングリコー
ルである。
【０１４５】
　エステル油として、C6～C30、好ましくはC12～C22脂肪酸の糖エステル及びジエステル
を使用することができる。用語「糖」が、幾つかのアルコール官能基を含んで、アルデヒ
ド官能基又はケトン官能基を含み又は含まず、少なくとも4個の炭素原子を含む、酸素を
保持する炭化水素系化合物を意味することが想起される。これらの糖は、単糖、オリゴ糖
又は多糖とすることができる。
【０１４６】
　挙げることができる好適な糖の例としては、スクロース(又はショ糖)、グルコース、ガ
ラクトース、リボース、フコース、マルトース、フルクトース、マンノース、アラビノー
ス、キシロース及びラクトース、並びにこれらの誘導体、特にアルキル誘導体、例えばメ
チル誘導体、例としてはメチルグルコースがある。
【０１４７】
　脂肪酸の糖エステルは、先に記載した糖と、直鎖状又は分岐状で飽和又は不飽和のC6～
C30好ましくはC12～C22脂肪酸とのエステル又はエステル混合物を含む群から、特に選択
することができる。それらが不飽和である場合、これらの化合物は、1～3個の共役又は非
共役の炭素-炭素二重結合を有することができる。
【０１４８】
　この変形形態によるエステルはまた、モノエステル、ジエステル、トリエステル、テト
ラエステル及びポリエステル、並びにこれらの混合物からも選択することができる。
【０１４９】
　これらのエステルは、例えば、オレイン酸エステル、ラウリン酸エステル、パルミチン
酸エステル、ミリスチン酸エステル、ベヘン酸エステル、ヤシ油脂肪酸エステル、ステア
リン酸エステル、リノール酸エステル、リノレン酸エステル、カプリン酸エステル及びア
ラキドン酸エステル、又はこれらの混合物、例えば、特に、オレオパルミチン酸エステル
とオレオステアリン酸エステルとパルミトステアリン酸エステルとの混合エステル、並び
にテトラエチルヘキサン酸ペンタエリスリチルでもよい。
【０１５０】
　より詳細には、使用されるのは、モノエステル及びジエステル、特にスクロース、グル
コース又はメチルグルコースのモノオレイン酸エステル又はジオレイン酸エステル、ステ
アリン酸エステル、ベヘン酸エステル、オレオパルミチン酸エステル、リノール酸エステ
ル、リノレン酸エステル及びオレオステアリン酸エステルである。
【０１５１】
　挙げることができる例は、Amerchol社によって名称Glucate(登録商標)DOで販売されて
いる製品であり、これは、ジオレイン酸メチルグルコースである。
【０１５２】
　好ましいエステル油の例として挙げることができるのは、例えば、アジピン酸ジイソプ
ロピル、アジピン酸ジオクチル、ヘキサン酸2-エチルヘキシル、ラウリン酸エチル、オク
タン酸セチル、オクタン酸オクチルドデシル、ネオペンタン酸イソデシル、プロピオン酸
ミリスチル、2-エチルヘキサン酸2-エチルヘキシル、オクタン酸2-エチルヘキシル、カプ
リル酸/カプリン酸2-エチルヘキシル、パルミチン酸メチル、パルミチン酸エチル、パル
ミチン酸イソプロピル、炭酸ジカプリリル、ラウロイルサルコシン酸イソプロピル、イソ
ノナン酸イソノニル、パルミチン酸エチルヘキシル、ラウリン酸イソヘキシル、ラウリン
酸ヘキシル、ステアリン酸イソセチル、イソステアリン酸イソプロピル、ミリスチン酸イ
ソプロピル、オレイン酸イソデシル、トリ(2-エチルヘキサン酸)グリセリル、テトラ(2-
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エチルヘキサン酸)ペンタエリスリチル、コハク酸2-エチルヘキシル、セバシン酸ジエチ
ル、及びこれらの混合物である。
【０１５３】
　人工トリグリセリドの例として挙げることができるのは、例えば、カプリルカプリリル
グリセリド、トリミリスチン酸グリセリル、トリパルミチン酸グリセリル、トリリノレン
酸グリセリル、トリラウリン酸グリセリル、トリカプリン酸グリセリル、トリカプリル酸
グリセリル、トリ(カプリン酸/カプリル酸)グリセリル、及びトリ(カプリン酸/カプリル
酸/リノレン酸)グリセリルである。
【０１５４】
　(b)油が、室温で液状の非極性炭化水素油、詳細にはパラフィン等の鉱油から選ばれる
ことが好ましい。
【０１５５】
　(b)油が、分子量が600g/mol未満である油から選ばれることもまた、好ましい。
【０１５６】
　好ましくは、(b)油は、600g/mol未満、より好ましくは500g/mol未満、特定すると400g/
mol未満等の低分子量を有し、短鎖の炭化水素を有するエステル油又はエーテル油(C1～C1
8、例えばミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、イソノナン酸イソノ
ニル、炭酸ジカプリリル、パルミチン酸エチルヘキシル、ジカプリリルエーテル、特にラ
ウロイルサルコシン酸イソプロピル等のサルコシネート)、短鎖のアルキルを有する炭化
水素油(C1～C18、例えばイソドデカン、イソヘキサデカン及びスクアラン)、並びに短鎖
アルコール型の油、例えばオクチルドデカノールの中から選ばれる。
【０１５７】
　(b)油が、炭化水素油、C4～C22ジカルボン酸又はトリカルボン酸と、C1～C22アルコー
ルとのエステル、及びC4～C22モノカルボン酸、ジカルボン酸又はトリカルボン酸と、非
糖C4～C26ジヒドロキシ、C4～C15トリヒドロキシ、テトラヒドロキシ又はペンタヒドロキ
シアルコールとのエステル、並びにこれらの混合物からなる群から選択されることもまた
、好ましい。
【０１５８】
　(b)油が、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、イソノナン酸イソ
ノニル、炭酸ジカプリリル、パルミチン酸エチルヘキシル等のエステル油、ジカプリリル
エーテル、及び特にラウロイルサルコシン酸イロプロピル等のサルコシネート、カプリル
カプリリルグリセリド等の人工トリグリセリド、並びにシリコーン油から選ばれることも
また、好ましい。
【０１５９】
　本発明による組成物中の(b)油の量は限定されないが、組成物の総質量に対して、1～40
質量%、好ましくは2～30質量%、より好ましくは5～20質量%の範囲とすることができる。
【０１６０】
　好ましくは、内部油相を構成する(b)油は、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸
イソプロピル、パルミチン酸エチルヘキシル等のエステル油、カプリルカプリリルグリセ
リド等のトリグリセリド、ラウロイルサルコシン酸イソプロピル等のサルコシネート、イ
ソヘキサデカン等の炭化水素油、パラフィン等の鉱油からなる群から選択される。
【０１６１】
　本発明の内部油相中の(b)油の量は、好ましくは、70質量%以上、より好ましくは80質量
%以上、より好ましくは90質量%以上である。
【０１６２】
　好ましくは、外部油相を構成している(b)油は、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチ
ン酸イソプロピル、パルミチン酸エチルヘキシル等のエステル油、カプリルカプリリルグ
リセリド等のトリグリセリド、ラウロイルサルコシン酸イソプロピル等のサルコシネート
、イソヘキサデカン等の炭化水素油、パラフィン等の鉱油、及びシリコーン油からなる群
から選択される。
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【０１６３】
　本発明の外部油相中の(b)油の量は、好ましくは、70質量%以上、より好ましくは80質量
%以上、より好ましくは90質量%以上である。
【０１６４】
(c)UV遮蔽剤
　本発明による組成物は、(c)少なくとも1種のUV遮蔽剤を含む。2種以上のUV遮蔽剤を組
み合わせて使用してもよい。そのため、単一種のUV遮蔽剤、又は異種のUV遮蔽剤の組合せ
を使用することができる。
【０１６５】
　用語「UV」は、本明細書では、UV-Bの領域(波長260～320nm)及びUV-Aの領域(波長320～
400nm)を含む。したがって、UV遮蔽剤は、UV-A及び/又はUV-Bの領域の波長における遮蔽
効果を有する任意の材料を意味する。好ましくは、本発明による組成物は、UV-A及びUV-B
双方の領域に及ぶことができる。
【０１６６】
　本発明では、UV遮蔽剤は、有機UV遮蔽剤とすることができる。親水性のUV遮蔽剤及び疎
水性のUV遮蔽剤の双方が、本発明による組成物中で使用されうる。
【０１６７】
　用語「親水性のUV遮蔽剤」は、本明細書では、紫外線を遮断し、且つ水性相中に分子状
態で完全に溶解することが可能な、又はO/W/Oエマルションの水性相中にコロイド形態で(
例えばミセル形態で)分散することが可能な、任意の作用剤を意味すると理解される。し
たがって、親水性のUV遮蔽剤は、本発明の内部水性相中に配合することができる。
【０１６８】
　用語「疎水性のUV遮蔽剤」は、本明細書では、紫外線を遮断し、且つ油相中に分子状態
で完全に溶解することが可能な、又はO/W/Oエマルションの油相中にコロイド形態で(例え
ばミセル形態で)分散することが可能な、任意の作用剤を意味すると理解される。したが
って、疎水性のUV遮蔽剤は、本発明の外部及び内部油性相中に配合することができる。
【０１６９】
(親水性のUV遮蔽剤)
　本発明のために使用される親水性のUV遮蔽剤は、UV-A及び/又はUV-Bの領域において、
好ましくはUV-A及びUV-B双方の領域において、単独で又は組合せで、活性であることがで
きる。
【０１７０】
　親水性のUV-A遮蔽剤として以下を挙げることができるがこれらに限定されない:
ベンジリデンカンファー誘導体、例えばテレフタリリデンジカンファースルホン酸、例え
ばChimex社によって名称「Mexoryl SX」で製造されているもの、
ビスベンゾオキサゾリル誘導体、例えばEP669323及びUS2,463,264に記載のもの、より具
体的にはHaarmann & Reimer社によって商品名「Neo Heliopan AP」で販売されている化合
物フェニルジベンズイミダゾールテトラスルホン酸二ナトリウム。
【０１７１】
　親水性のUV-B遮蔽剤として以下を挙げることができるがこれらに限定されない:
p-アミノ安息香酸(PABA)誘導体、例えばPABA、PABAグリセリル及びPABA PEG-25、例えばB
ASF社によって名称「Uvinul P25」で販売されているもの、
フェニルベンズイミダゾール誘導体、例えばフェニルベンズイミダゾールスルホン酸、Me
rck社によって名称「Eusolex 232」で市販されているもの、及びフェニルジベンズイミダ
ゾールテトラスルホン酸二ナトリウム、Haarmann & Reimer社によって名称「Neo Heliopa
n AP」で市販されているもの、フェニルベンズイミダゾールスルホン酸、例えば特にMerc
k社によって商品名「Eusolex 232」で販売されているもの、
フェルラ酸、
サリチル酸、
メトキシケイ皮酸DEA、
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ベンジリデンカンファースルホン酸、例えばChimex社によって名称「Mexoryl SL」で製造
されているもの、
メト硫酸カンファーベンザルコニウム、例えばChimex社によって名称「Mexoryl SO」で製
造されているもの。
【０１７２】
　親水性のUV-A及びUV-B遮蔽剤としては、以下を挙げることができるがこれらに限定され
ない:
ベンゾフェノン-4、例えばBASF社によって商品名「Uvinul MS40」で販売されているもの
、ベンゾフェノン-5、及びベンゾフェノン-9。
【０１７３】
　好ましくは、親水性のUV遮蔽剤は、ベンジリデンカンファー誘導体、例えばテレフタリ
リデンジカンファースルホン酸、及びフェニルベンズイミダゾール誘導体、例えばフェニ
ルベンズイミダゾールスルホン酸からなる群から選択される。
【０１７４】
　該組成物中の親水性のUV遮蔽剤の量は、組成物の総質量に対して、1質量%～40質量%、
好ましくは3質量%～30質量%、より好ましくは5質量%～20質量%とすることができる。
【０１７５】
(疎水性のUV遮蔽剤)
　本発明の疎水性の遮蔽剤は、外部油相及び内部油相双方の中に、又は外部油相若しくは
内部油相のいずれかの中に、配合することができる。
【０１７６】
　本発明のために使用される疎水性のUV遮蔽剤は、UV-A及び/又はUV-Bの領域において、
好ましくはUV-A及びUV-B双方の領域において、単独で又は組合せで、活性であることがで
きる。
【０１７７】
　本発明において使用される疎水性のUV-A遮蔽剤としては、アミノベンゾフェノン化合物
、ジベンゾイルメタン化合物、アントラニル酸化合物及び4,4-ジアリールブタジエン化合
物が挙げられるがこれらに限定されない。
【０１７８】
　アミノベンゾフェノン化合物として挙げることができるのは、n-ヘキシル2-(4-ジエチ
ルアミノ-2-ヒドロキシベンゾイル)ベンゾエートであり、この代替名は、BASF社から商品
名「Uvinul A+」で販売されているジエチルアミノヒドロキシベンゾイルヘキシルベンゾ
エート(DHHB)である。
【０１７９】
　ジベンゾイルメタン化合物として挙げることができるのは、Merck社から名称「Eusolex
 8020」で販売されている4-イソプロピルジベンゾイルメタン、Quest社から名称「Pongam
ol」で販売されている1-(4-メトキシ-1-ベンゾフラン-5-イル)-3-フェニルプロパン-1,3-
ジオン、1-(4-(tert-ブチル)フェニル)-3-(2-ヒドロキシフェニル)プロパン-1,3-ジオン
、及びHoffmann-La Roche社から商品名「Parsol 1789」で販売されているブチルメトキシ
ジベンゾイルメタンである。
【０１８０】
　アントラニル酸化合物として挙げることができるのは、Symrise社によって名称「NEO H
ELIPAN MA」で市販されているアントラニル酸メンチルである。
【０１８１】
　4,4-ジアリールブタジエン化合物として挙げることができるのは、1,1-ジカルボキシ(2
,2'-ジメチルプロピル)-4,4-ジフェニルブタジエン、及びジフェニルブタジエンマロネー
ト及びマロノニトリルである。
【０１８２】
　本発明において使用される疎水性のUV-B遮蔽剤としては、トリアジン化合物、パラ-ア
ミノ安息香酸化合物、サリチル酸系化合物、ケイ皮酸エステル化合物、β,β-ジフェニル
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アクリレート化合物、ベンジリデンカンファー化合物、イミダゾリン化合物、ベンザルマ
ロネート化合物及びメコシアニン化合物が挙げられるがこれらに限定されない。
【０１８３】
　トリアジン化合物として挙げることができるのは、BASF社によって名称「UVINUL T-150
」で市販されているエチルヘキシルトリアゾン、SIGMA 2V社によって名称「UVASORB HEB
」で市販されているジエチルヘキシルブタミドトリアゾン、2,4,6-トリス(ジネオペンチ
ル4'-アミノベンザルマロネート)-s-トリアジン、2,4,6-トリス(ジイソブチル4'-アミノ
ベンザルマロネート)-s-トリアジン、2,4-ビス(ジネオペンチル4'-アミノベンザルマロネ
ート)-6-(n-ブチル4'-アミノベンゾエート)-s-トリアジン、2,4-ビス(n-ブチル4'-アミノ
ベンゾエート)-6-(アミノプロピルトリシロキサン)-s-トリアジンである。
【０１８４】
　パラ-アミノ安息香酸誘導体として挙げることができるのは、パラ-アミノ安息香酸(PAB
A)、例えば、PABA(パラ-アミノ安息香酸)エチル、PABAエチルジヒドロキシプロピル、及
びISP社から名称「ESCALOL 5972」で市販されているPABAエチルヘキシルジメチルである
。
【０１８５】
　サリチル酸系化合物として挙げることができるのは、Rona/EM industries社によって名
称「Eusolex HMS」で市販されているホモサレート、及びSymrise社により名称「NEO HELI
OPAN OS」で市販されているサリチル酸エチルヘキシルである。
【０１８６】
　ケイ皮酸エステル化合物として挙げることができるのは、DSM NUTRITIONAL PRODUCTS社
によって名称「PARSOL MCX」で市販されているメトキシケイ皮酸エチルヘキシル、エトキ
シケイ皮酸イソプロピル、Symrise社によって名称「NEO HELIOPAN E 1000」で市販されて
いるメトキシケイ皮酸イソアミル、メチルケイ皮酸ジイソプロピル、シノキセート、及び
ジメトキシケイ皮酸エチルヘキサン酸グリセリルである。
【０１８７】
　β,β-ジフェニルアクリレート化合物として挙げることができるのは、BASF社によって
名称「UVINUL N539」で市販されているオクトクリレン、及びBASF社によって名称「UNIVU
L N35」で市販されているエトクリレンである。
【０１８８】
　ベンジリデンカンファー化合物として挙げることができるのは、CHIMEX社から名称「ME
XORYL SD」で市販されている3-ベンジリデンカンファー、MERCK社によって名称「EUSOLEX
 6300」で市販されているメチルベンジリデンカンファー、CHIMEX社によって名称「MEXOR
YL SW」で市販されているポリアクリルアミドメチルベンジリデンカンファーである。
【０１８９】
　イミダゾリン化合物として挙げることができるのは、ジメトキシベンジリデンジオキソ
イミダゾリンプロピオン酸エチルヘキシルである。
【０１９０】
　ベンザルマロネート化合物として挙げることができるのは、ベンザルマロネート部分を
含有するポリオルガノシロキサン、例えばDSM NUTRITIONAL PRODUCTS社によって名称「Pa
rsol SLX」で市販されているポリシリコーン-15、及びジ-ネオペンチル4'-メトキシベン
ザルマロネートである。
【０１９１】
　本発明において使用される疎水性のUV-A及びUV-B遮蔽剤としては、以下を挙げることが
できるがこれらに限定されない:
-　ベンゾフェノン化合物、例えばBASF社によって名称「UVINUL 400」で市販されている
ベンゾフェノン-1、BASF社によって名称「UNIVUL 500」で市販されているベンゾフェノン
-2、BASF社によって名称「UVINUL M40」で市販されているベンゾフェノン-3又はオキシベ
ンゾン、norquay社によって名称「Helisorb 11」で市販されているベンゾフェノン-6、Am
erican Cyanamid社によって名称「Spectra-Sorb UV-24」で市販されているベンゾフェノ
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ン-8、ベンゾフェノン-10、ベンゾフェノン-11、及びベンゾフェノン-12、
-　ベンゾトリアゾール化合物、例えばRhodia Chimie社によって名称「Silatrizole」で
市販されているドロメトリゾールトリシロキサン、及びCIBA-GEIGY社によって名称「TINO
GUARTD AS」で市販されているブメトリゾール、
-　ビス-レゾルシニルトリアジン、例えば、CIBA-GEIGY社によって名称「TINOSORB S」で
市販されているビス-エチルヘキシルオキシフェニルメトキシフェニルトリアジン、並び
に
-　ベンゾオキサゾール化合物、例えばSigma 3V社によって名称「Uvasorb K2A」で市販さ
れている2,4-ビス[5-(1-ジメチルプロピル)ベンゾオキサゾール-2-イル(4-フェニル)イミ
ノ]-6-(2-エチルヘキシル)イミノ-1,3,5-トリアジン。
【０１９２】
　好ましくは、疎水性のUV遮蔽剤は、ケイ皮酸エステル化合物、例えばメトキシケイ皮酸
エチルヘキシル、エトキシケイ皮酸イソプロピル、メトキシケイ皮酸イソアミル、メチル
ケイ皮酸ジイソプロピル、シノキセート、及びジメトキシケイ皮酸エチルヘキサン酸グリ
セリルから選択される。
【０１９３】
　内部油相中の疎水性のUV遮蔽剤の量は限定されないが、組成物の総質量に対して0.1～5
質量%、好ましくは2質量%未満とすることができる。外部油相中の疎水性のUV遮蔽剤の量
は限定されないが、組成物の総質量に対して1～15質量%、好ましくは5質量%未満とするこ
とができる。
【０１９４】
　一般に、親水性及び疎水性のUV遮蔽剤を含む(c)UV遮蔽剤の量は、組成物の総質量に対
して、1～40質量%、好ましくは2～30質量%、より好ましくは5～20質量%とすることができ
る。
【０１９５】
(d)水
　本発明による組成物は、(d)水を含む。(d)水は、本発明の多量内部水性相を構成する。
【０１９６】
　(d)水の量は限定されず、組成物の総質量に対して40～99質量%、好ましくは50～95質量
%、より好ましくは60～90質量%とすることができる。多量内部水性相中の(d)水の量は、
該水性相の総質量に対して、60質量%超、好ましくは70質量%超、より好ましくは80質量%
超とすることができる。
【０１９７】
(他の成分)
　本発明による組成物はまた、少なくとも1種の追加の成分も含んでもよい。
【０１９８】
　本発明による組成物は、少なくとも1種の増粘剤を含んでもよい。本発明による組成物
中で使用される増粘剤としては、水溶性ポリマー、例えばアクリル酸の高分子量の架橋ホ
モポリマー、及びアクリレート/C10～30アクリル酸アルキルクロスポリマー、例えばCarb
opol(登録商標)及びPemulen(登録商標);アニオン性アクリレートポリマー、例えばSalcar
e(登録商標)AST、及びカチオン性アクリレートポリマー、例えばSalcare(登録商標)SC96;
アクリルアミドプロピルトリモニウムクロリド/アクリルアミド;ヒドロキシエチルメタク
リレートポリマー、ステアレス-10アリルエーテル/アクリレートコポリマー;Aculyn(登録
商標)28として知られるアクリレート/ベヘネス-25メタクリレートコポリマー;ポリメタク
リル酸グリセリル、アクリレート/ステアレス-20メタクリレートコポリマー;ベントナイ
ト;ガム、例えばアルギネート、カラゲナン、アカシアガム、アラビアゴム、ガッティガ
ム、カラヤガム、トラガカントガム、グアーガム;グアーヒドロキシプロピルトリモニウ
ムクロリド、キサンタンガム又はゲランガム;セルロース誘導体、例えばカルボキシメチ
ルセルロースナトリウム、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシメチルカルボキシエ
チルセルロース、ヒドロキシメチルカルボキシプロピルセルロース、エチルセルロース、
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硫酸化セルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、メチルセルロース、ヒドロキシプロ
ピルメチルセルロース、微結晶セルロース;寒天;ペクチン;ゼラチン;デンプン及びその誘
導体;キトサン及びその誘導体、例えばヒドロキシエチルキトサン;ポリビニルアルコール
、PVM/MAコポリマー、PVM/MAデカジエンクロスポリマー、ポリ(エチレンオキシド)系ゲル
化剤、ナトリウムカルボマー、及びその混合物を挙げることができる。
【０１９９】
　好ましくは、本発明の組成物は、増粘剤を実質的に含まない。優先的には、本発明によ
る組成物は、組成物の総質量に対して5質量%未満、好ましくは2質量%未満、より好ましく
は1質量%未満の増粘剤を含む。
【０２００】
　本発明による組成物は、少なくとも1種の化粧用活性成分を含んでもよい。用語「活性
成分」は、本明細書では、化粧上又は皮膚科上の任意の効果を有する有機化合物を意味す
る。好ましくは、該組成物中で使用される活性成分は、皮膚美白成分、抗老化成分、抗酸
化成分及び香料から選択される。
【０２０１】
　皮膚美白成分として挙げることができるのは、例えば、L-アスコルビン酸及びその誘導
体、例えばテトライソパルミチン酸アスコルビル、アルコキシサリチル酸、ヒドロキノン
グリコシド及びその誘導体、トラネキサム酸及びその誘導体、レゾルシノール又はレゾル
シノール誘導体、例えばフェニルエチルレゾルシノール、コウジ酸及びその誘導体、エラ
グ酸、及びレスベラトロールである。好ましくは、皮膚美白成分は、レゾルシノール又は
レゾルシノール誘導体から選択される。
【０２０２】
　抗老化成分として挙げることができるのは、例えばレチノール、及びサポニン、及びア
ラントイン等のビタミンである。
【０２０３】
　抗酸化成分として挙げることができるのは、例えばβ-クリプトキサンチン等のカロテ
ノイド、並びにトコフェロール及びその誘導体、並びにフラボノイドである。
【０２０４】
　これらの化粧用活性成分は、外部油相及び/又は内部油相の中に配合することができる
。内部油相中の化粧用活性成分の量は限定されないが、組成物の総質量に対して0.1～5質
量%、好ましくは2質量%未満とすることができる。外部油相中の化粧用活性成分の量は限
定されないが、組成物の総質量に対して1～15質量%、好ましくは5質量%未満とすることが
できる。
【０２０５】
　油相中のこれらの化粧用活性成分の飽和度は、好ましくは0.7～1である。該飽和度は、
本明細書では、室温及び大気圧下で測定される、油相中の活性成分の濃度と、油相中の活
性成分の最大溶解度との比であると定義される。
【０２０６】
　本発明による組成物は、多量内部水性相中に、少なくとも1種の、化粧料として許容さ
れる親水性有機溶媒(水溶性溶媒)を含んでもよい。本発明による組成物中で使用される親
水性溶媒としては、例えば1～8個の炭素原子を有する実質的に直鎖状又は分枝状の低級モ
ノアルコール、例えばエタノール、プロパノール、ブタノール、イソプロパノール及びイ
ソブタノール;芳香族アルコール、例えばアスベンジルアルコール及びフェニルエチルア
ルコール;ポリオール又はポリオールエーテル、例えばプロピレングリコール、ジプロピ
レングリコール、イソプレングリコール、ブチレングリコール、グリセロール、ソルビト
ール、エチレングリコールのモノメチルエーテル、モノエチルエーテル及びモノブチルエ
ーテル、プロピレングリコールエーテル、例えばプロピレングリコールモノメチルエーテ
ル、ジエチレングリコールアルキルエーテル、例えばジエチレングリコールモノエチルエ
ーテル又はモノブチルエーテル;ポリエチレングリコール、例えばPEG-4、PEG-6及びPEG-8
、並びにこれらの誘導体が挙げられる。
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【０２０７】
　該組成物中の親水性有機溶媒の量は、組成物の総質量に対して、10質量%未満、好まし
くは5質量%未満とすることができる。本発明の一実施形態では、組成物は、親水性有機溶
媒を含まない。
【０２０８】
　加えて、本発明による組成物は、多量内部水性相中に、中和剤、例えばエタノールアミ
ンを含んでもよい。中和剤の量は限定されないが、組成物の総質量に対して1質量%～10質
量%とすることができる。
【０２０９】
　本発明による組成物は、化粧料中で一般に使用される他の添加剤を含んでもよい。添加
剤は、アニオン性、カチオン性、非イオン性又は両性のポリマー;ペプチド及びそれらの
誘導体;タンパク質加水分解物;膨張剤及び浸透剤;(b)油のための天然又は合成の増粘剤;
酸性化剤;無機又は有機のフィラー;抗酸化剤;保存剤;抗菌剤;懸濁剤;金属イオン封鎖剤;
不透明化剤;染料;無機UV遮蔽剤;ビタミン又はプロビタミン;保湿剤;セルフタンニング化
合物;抗しわ活性成分;保存剤;安定剤;及びこれらの混合物からなる群から選択することが
できる。
【０２１０】
　追加の成分の量は限定されないが、本発明による組成物の総質量に対して0.1質量%～30
質量%とすることができる。
【０２１１】
　該組成物は、ローション、ミルキーローション、クリーム、ジェル、ペースト又はセラ
ムの形態を取ることができる。
【０２１２】
　該組成物は、皮膚を大事にするpH、一般に3～8、好ましくは4.5～7の範囲のpHを呈する
。
【０２１３】
　本発明による組成物は、ナノエマルションを調製する工程と、多量内相エマルションを
調製する工程とを含む、2つの工程によって製造することができる。ナノエマルションを
調製する工程は、当技術分野で既知である低エネルギー法によって実施することができる
。具体的には、ナノエマルションを調製する工程は、(a)界面活性剤と(b)油と(d)水との
成分を、(c)UV遮蔽剤及び他の成分と一緒に又は一緒にではなく、例えば室温(25℃)にて
優しく混合することによって実施することができる。多量内相エマルションを調製する工
程は、得られたナノエマルションと(b)油と(a)界面活性剤とを、(c)UV遮蔽剤ありで又は
なしで、高速で、例えば高速ミキサー(DAC 400 FVZ、Hauschild Engineering社)を用いて
2750rpmで、2～4分間、室温にて混合することによって実施することができる。
【０２１４】
[化粧方法]
　本発明による組成物は、好ましくは、サンケア組成物として使用することができる。詳
細には、本発明による組成物は、皮膚、頭皮及び/又は唇、好ましくは皮膚等のケラチン
物質への塗布を意図することができる。そのため、本発明による組成物は、皮膚のための
化粧方法で使用することができる。
【０２１５】
　本発明による、皮膚等のケラチン物質のための化粧方法又は化粧料の使用は、少なくと
も、本発明による組成物をケラチン物質へ塗布する工程を含む。本発明はまた、ケラチン
物質を紫外線から防護する方法にも関し、ケラチン物質へ本発明による組成物を塗布する
工程を含み、並びに紫外線光を吸収させる方法にも関し、本発明による組成物を塗布して
ケラチン物質を紫外線光へ供する工程を含む。これらの方法は、非治療的方法であると定
義することができる。
【０２１６】
　本発明による組成物は、ローション、ミルキーローション、クリーム、ジェル、ペース
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ト又はセラムの形態の局所用サンケア組成物中で使用することができる。
【実施例】
【０２１７】
　本発明を、実施例によって、より詳細に説明する。しかしながら、これら実施例が本発
明の範囲を限定するものとは解釈すべきでない。
【０２１８】
(実施例1及び比較例1)
　Table 1(表2)に示す、実施例1による以下の組成物を、以下の通り調製した。成分の量
の数値は、全て、Table 1(表2)中の活性原料としての「質量%」に基づく。
【０２１９】
　最初に、O/Wナノエマルションを、以下の方法で調製した:
パルミチン酸エチルヘキシル20g、メトキシケイ皮酸エチルヘキシル10g、ラウレス-5カル
ボン酸30g(HLB=9.5、花王ケミカル株式会社から得た)及び水40gを、磁気撹拌機を用いて
混合した。この予混合物を、フェニルベンズイミダゾールスルホン酸3g、テレフタリリデ
ンジカンファースルホン酸13g、トリエタノールアミン4g及び水75gを含有する水性相で、
20倍に希釈した。ナノエマルションの最終組成物は、パルミチン酸エチルヘキシル1g、メ
トキシケイ皮酸エチルヘキシル0.5g、ラウレス-5カルボン酸1.5g、フェニルベンズイミダ
ゾールスルホン酸2.85g、テレフタリリデンジカンファースルホン酸12.35g、トリエタノ
ールアミン3.8g及び水78gから構成される。
【０２２０】
　第2に、O/W/O多相エマルションを、以下の方法で調製した:
O/Wナノエマルション85gを、イソヘキサデカン10g及びPEG-15/ラウリルジメチコンクロス
ポリマー(HLB<8、信越化学工業株式会社から得た)5gと、予混合した。得られた予混合物
を、高速ミキサー(DAC 400 FVZ、Hauschild Engineering社)を用いて2750rpmで3分間、更
に混合して、O/W/O多相エマルションを得た。
【０２２１】
　Table 1(表2)中の比較例1のために、O/Wエマルションを、以下の方法で調製した:
【０２２２】
　パルミチン酸エチルヘキシル1g、メトキシケイ皮酸エチルヘキシル0.5g、ラウレス-5カ
ルボン酸1.5g、フェニルベンズイミダゾールスルホン酸2.85g、テレフタリリデンジカン
ファースルホン酸12.35g、トリエタノールアミン3.8g及び水78gを、磁気撹拌機を用いて
一緒に混合して、乳状のO/Wエマルションを調製した。
【０２２３】
　第2に、O/Wエマルション85gを、イソヘキサデカン10g及びPEG-15/ラウリルジメチコン
クロスポリマー(HLB<8、信越ケミカル株式会社から得た)5gと、予混合した。得られた予
混合物を、高速ミキサー(DAC 400 FVZ、Hauschild Engineering社)を用いて2750rpmで3分
間、更に混合して、O/W/O多相エマルションを得た。
【０２２４】
[評価]
　実施例1及び比較例1による組成物を、以下の通り評価した。
【０２２５】
(液滴径)
　粒径分布測定装置(Vasco、Cordouan Technologies社)を用いて、実施例1のO/Wナノエマ
ルション及び比較例1のO/Wエマルションの油相の液滴径を測定し、これらは、O/W/Oエマ
ルションの調製工程中に得た。25℃にて、水の屈折率は1.33であり、粘度は0.89cpであっ
た。
【０２２６】
　O/W/O多相エマルションの内部水性相の液滴径を、OLYMPUS GX 71(オリンパス光学工業
株式会社)顕微鏡を用いて求めた。
【０２２７】
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(SPF)
　SPF値の測定のためのサンプルを、実施例1及び比較例1による組成物のそれぞれ20mgを
、プレート(Helio plate HD 6、PMMA、50mmx50mm)上に点状に置いて、次いでそれらを3回
、指でプレート上に広げることによって用意した。インビトロSPF値を、UV分光光度計(UV
-2000S、Labsphere Inc社)で、250～450nmの範囲の波長にあるサンプルの拡散透過率につ
いて測定したUV吸収データから計算した。
【０２２８】
(粘度)
　定常せん断粘度を、平行平板配置(40mm)のDHR2レオメーター(TA instrument社)を用い
てセットギャップ0.2mmで、25℃にて測定した。サンプル量は2gとし、せん断速度0.01～1
000 1/sを適用した。
【０２２９】
(降伏応力)
　実施例1及び比較例1による組成物の降伏応力値を、せん断速度対応力曲線から計算し、
そこでこれらのパラメータは、平行平板配置(40mm)のDHR2レオメーター(TA instrument社
)を用いてセットギャップ0.2mmで、25℃にて測定した。サンプル量は2gとし、せん断速度
0.01～1000 1/sを適用した。
【０２３０】
　実施例1及び比較例1の組成物、並びにこれらの評価の結果を、Table 1(表2)に示す。
【０２３１】
【表２】

【０２３２】
　Table 1(表2)に示す通り、実施例1による組成物は、その高いSPF値に起因して、改善し
たUV防護効果を呈した。加えて、それはまた、高い粘度による良好な安定性も呈した。対
照的に、内部油相としてマクロサイズの油滴を含む比較例1による組成物は、劣ったUV防
護効果及びより低い粘度を呈した。
【０２３３】
　更に、内部油相としてナノサイズの油滴を含む実施例1による組成物は、その高い降伏
応力値による、より良好な安定性を呈した。対照的に、内部油相としてマクロサイズの油
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【０２３４】
(実施例2から3及び比較例2)
　Table 2(表3)に示す実施例2から3及び比較例2による以下の組成物を、PEG-15/ラウリル
ジメチコンクロスポリマーの代わりに、実施例2ではオレイン酸グリセリル(HLB=2.8、太
陽化学株式会社から得た)を使用し、実施例3ではラウリン酸ポリグリセリル-2(HLB=8.5、
太陽化学株式会社から得た)を使用し、且つ比較例2ではポリソルベート80(HLB=15、Croda
社から得た)を使用した以外は上記の実施例1と同じように調製した。
【０２３５】
[評価]
　実施例2から3及び比較例2による組成物を、以下の通り評価した。
【０２３６】
(外観の観察)
　実施例2から3及び比較例2によるO/W/O多相エマルションの外観を、肉眼で観察して、多
相エマルションの形成を確認した。
【０２３７】
　実施例2から3及び比較例2の組成物、並びに外観の観察の結果を、Table 2(表3)に示す
。
【０２３８】
【表３】

【０２３９】
　Table 2(表3)に示す通り、HLBが13未満である界面活性剤を含む実施例2及び3のそれぞ
れによる組成物は、多相エマルションを形成することができた。対照的に、HLBが13であ
る界面活性剤を含む比較例2による組成物は、多相エマルションを形成することができな
かった。
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